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巻 頭 言

塩谷町長

見形 和久

健
康
は
、
他
人
と
比
較
し
て
語
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
本
町
の
国
民

健
康
保
険
加
入
者
の
一
人
当
た
り
医

療
費
は
県
内
一
高
い
実
態
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
平
成
29
年
度
よ
り
継
続
し
て
お

り
、残
念
な
が
ら
現
在
も
改
善
に
は
至
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。

更
に
は
、
令
和
元
年
度
学
校
保
健
統

計
調
査
に
よ
れ
ば
、
町
内
小
中
学
生
の

う
ち
中
学
３
年
生
の
女
子
を
除
き
、
全

て
の
学
年
で
肥
満
度
20
％
以
上
の
児
童
・

生
徒
を
さ
す
肥
満
傾
向
児
の
割
合
が
全

国
平
均
を
上
回
っ
て
お
り
、
年
々
そ
の

傾
向
が
顕
著
に
現
れ
て
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
実
施
の
特
定
健
康
診
査

受
診
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
れ
ば
、

「
１
回
30
分
以
上
の
運
動
習
慣
な
し
」
と

回
答
し
た
人
の
割
合
は
68
％
で
あ
り
、

こ
の
割
合
は
他
自
治
体
と
比
較
し
て
も

極
め
て
高
い
数
値
を
示
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
小
学
生
に
関
し
て
は
、「
運
動
を

し
な
い
」
と
回
答
し
た
割
合
は
23
・
８
％

で
、
県
平
均
の
２
倍
を
示
し
て
い
ま
す
。

町
と
し
て
も
、
こ
う
し
た
事
態
を
喫

緊
の
課
題
と
捉
え
、
医
療
、
ス
ポ
ー
ツ
、

教
育
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
関
係
者
等

が
一
堂
に
会
し
、「
健
康
増
進
・
郷
土
愛

の
醸
成
・
地
域
活
性
化
」

を
狙
い
と
し
た
『
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
の
ま
ち
・
し
お
や
』

宣
言
を
行
い
、
改
善
に
向
け

た
取
り
組
み
を
開
始
し
ま
し
た
。

そ
の
間
に
、
全
国
レ
ベ
ル
の
競
歩
選

手
も
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と
し
て
着

任
し
、
朝
夕
を
中
心
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
す
る
町
民
の
姿
が
増
え
て
き
て
お
り
、

本
町
が
抱
え
る
課
題
解
決
手
段
の
一
つ

と
し
て
定
着
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

特
に
『
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
ま
ち
・
し

お
や
』
推
進
の
目
玉
で
も
あ
る
「
し
お

や
・
わ
く
わ
く
健
活
ポ
イ
ン
ト
事
業
」

で
は
、
参
加
者
に
活
動
量
計
（
歩
数
計
）

を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
健
康
づ
く
り
活

動
（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
検
診
の
受
診
・

各
種
行
事
へ
の
参
加
な
ど
）
に
対
し
て
、

ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
、
貯
ま
っ
た
ポ
イ

ン
ト
を
町
の
特
産
品
や
商
品
券
と
交
換

し
、
よ
り
本
町
を
愛
し
て
い
た
だ
く
取

り
組
み
で
、
各
方
面
で
話
題
に
し
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

本
年
は
こ
れ
ら
の
取
組
を
幅
広
く
進

め
る
た
め
、
町
民
自
ら
の
意
識
改
革
に

よ
っ
て
行
動
変
容
を
図
る
『
し
お
や
健

康
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
町
民
運
動
』

を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
柱
と
な
る
の
は
、

「
健
診
・
食
事
・
運
動
」
で
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
運
動
を
と
お
し
、
人
生
１

０
０
年
時
代
に
ふ
さ
わ
し
く
、
町
民
誰

も
が
高
齢
者
に
な
っ
て
も
健
康
な
ま
ま

自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

環
境
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

『
し
お
や
健
康
づ
く
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
町
民
運
動
』
を
展
開
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は
じ
め
に

本
県
で
は
、
令
和
２
（
２
０
２
０
）
年

12
月
に
、「
栃
木
県
国
民
健
康
保
険
運
営

方
針
」（
以
下
「
運
営
方
針
」
と
い
う
。）

を
改
定
し
た
。
運
営
方
針
は
、
県
と
市
町

が
一
体
と
な
っ
て
、
国
民
健
康
保
険
に
関

す
る
事
務
を
共
通
認
識
の
下
で
実
施
し
、

安
定
的
な
財
政
運
営
並
び
に
市
町
の
国
民

健
康
保
険
事
業
（
以
下
「
国
保
事
業
」
と

い
う
。）
の
広
域
的
及
び
効
率
的
な
運
営

の
推
進
を
図
る
た
め
の
統
一
的
な
方
針
と

し
て
定
め
た
も
の
で
あ
る
。

市
町
保
険
者
に
は
、
運
営
方
針
に
定
め

ら
れ
た
保
険
給
付
、
保
険
税
の
決
定
及
び

賦
課
・
徴
収
、
保
険
税
収
入
の
確
保
、
医

療
費
適
正
化
の
取
組
の
ほ
か
、
住
民
と
の

身
近
な
関
係
の
中
、
資
格
管
理
や
適
用
の

適
正
化
等
、
地
域
に
お
け
る
き
め
細
か
い

事
業
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
担
っ
て
い
た

だ
く
。

本
項
は
、
市
町
保
険
者
の
事
務
執
行
の

ほ
か
、
国
民
健
康
保
険
組
合
（
以
下
「
国

保
組
合
」
と
い
う
。）
及
び
栃
木
県
国
民

健
康
保
険
団
体
連
合
会
（
以
下
「
国
保
連

合
会
」
と
い
う
。）
に
お
け
る
、
令
和
３

（
２
０
２
１
）
年
度
の
国
保
事
業
運
営
上

の
留
意
事
項
に
つ
い
て
と
り
ま
と
め
た
も

の
で
あ
る
。（
以
下
、
傍
線
部
は
新
規
又

は
追
加
事
項
。）

○
市
町
保
険
者
に
関
す
る
事
項

第
１　

国
民
健
康
保
険
財
政
に
つ
い
て

１　

事
業
計
画
の
策
定

事
業
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
は
、

国
保
事
業
の
適
正
か
つ
安
定
的
な
運

営
を
図
る
た
め
、
事
業
運
営
の
実
情

を
把
握
分
析
し
、
そ
れ
ら
の
検
討
結

果
を
踏
ま
え
た
重
点
事
項
及
び
目
標

を
設
定
す
る
と
と
も
に
、
目
標
達
成

の
た
め
の
具
体
的
な
実
施
体
制
、
実

施
方
法
及
び
関
連
事
業
と
の
連
携
等

を
明
確
に
す
る
こ
と
。

２　

予
算
の
編
成

予
算
の
編
成
に
つ
い
て
は
、
毎
年

度
、
厚
生
労
働
省
保
険
局
国
民
健
康

保
険
課
長
か
ら
通
知
さ
れ
る
予
算
編

成
に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項
等
に
基

づ
き
行
う
こ
と
。

３　

赤
字
解
消
・
削
減
の
取
組

解
消
・
削
減
す
べ
き
赤
字
が
生
じ

た
市
町
は
、「
国
民
健
康
保
険
保
険
者

の
赤
字
削
減
・
解
消
計
画
の
策
定
等

に
つ
い
て
」（
平
成
30
年
１
月
29
日
保

国
発
０
１
２
９
第
２
号
）
に
基
づ
き
、

赤
字
の
要
因
分
析
を
行
っ
た
上
で
、

赤
字
解
消
計
画
書
を
作
成
し
、
収
納

率
の
向
上
、
健
康
づ
く
り
や
医
療
費

適
正
化
の
取
組
、
適
正
な
保
険
税
率

の
設
定
等
に
よ
り
、
赤
字
の
削
減
・

解
消
を
図
る
こ
と
。

４　

保
険
者
努
力
支
援
制
度
等
の
活
用

　

国
民
健
康
保
険
財
政
の
収
支
改
善

を
図
る
た
め
、
保
険
者
努
力
支
援
制

度
（
市
町
村
分
）
や
県
版
保
険
者
努

力
支
援
制
度
を
活
用
し
、
医
療
費
適

正
化
等
に
向
け
た
取
組
を
推
進
す
る

こ
と
。

第
２　

適
用
の
適
正
化

１　

被
保
険
者
の
適
用

　
（
１
）
被
保
険
者
の
適
用
に
つ
い
て

は
、「
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

に
か
か
る
適
用
及
び
保
険
料
（
税
）

の
賦
課
の
適
正
化
に
つ
い
て
（
通

知
）」（
平
成
５
年
11
月
15
日
保
険

発
第
１
２
３
号
）
に
基
づ
き
、「
国

民
健
康
保
険
の
適
用
事
務
に
お
け

る
年
金
被
保
険
者
情
報
の
活
用
に

つ
い
て
（
通
知
）」（
平
成
23
年
２

月
22
日
保
国
発
０
２
２
２
第
１
号
）

及
び
「
国
民
健
康
保
険
の
適
用
事

務
に
お
け
る
年
金
被
保
険
者
情
報

の
活
用
に
つ
い
て
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
（
通
知
）」（
平
成
23
年
12

月
16
日
保
国
発
１
２
１
６
第
１
号
）

に
よ
り
活
用
が
可
能
と
な
っ
た
国

民
年
金
被
保
険
者
情
報
を
活
用
す

る
等
、
未
適
用
者
を
早
期
か
つ
的

確
に
把
握
し
、
早
期
適
用
を
促
進

す
る
と
と
も
に
、
遡
及
適
用
者
に

つ
い
て
は
的
確
に
遡
及
賦
課
を
行

う
こ
と
。

　
（
２
）
退
職
被
保
険
者
等
の
適
用
に

つ
い
て
は
、「
国
民
健
康
保
険
の
退

職
被
保
険
者
等
に
係
る
適
用
に
つ

い
て
（
通
知
）」（
平
成
15
年
３
月

栃
木
県
保
健
福
祉
部
国
保
医
療
課

栃
木
県
保
健
福
祉
部
国
保
医
療
課

令
和
３（
２
０
２
１
）年
度
国
民
健
康
保
険
運
営
方
針
に

基
づ
く
事
務
執
行
等
に
つ
い
て

令
和
３（
２
０
２
１
）年
度
国
民
健
康
保
険
運
営
方
針
に

基
づ
く
事
務
執
行
等
に
つ
い
て
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31
日
保
国
発
第
０
３
３
１
０
０
３

号
）、「
国
民
健
康
保
険
の
退
職

被
保
険
者
等
に
係
る
適
用
の
適

正
化
対
策
に
つ
い
て
（
通
知
）」

（
平
成
17
年
９
月
16
日
保
国
発
第

０
９
１
６
０
０
１
号
）、
及
び
「
国

民
健
康
保
険
の
適
用
事
務
に
お
け

る
年
金
被
保
険
者
情
報
の
活
用
に

つ
い
て
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
（
通

知
）」（
平
成
23
年
12
月
16
日
保
国

発
１
２
１
６
第
１
号
）
に
基
づ
き
、

年
金
受
給
権
者
一
覧
表
等
の
年
金

情
報
の
活
用
等
に
よ
り
早
期
に
把

握
・
適
用
し
、
適
用
の
適
正
化
を

推
進
す
る
こ
と
。
ま
た
、
各
市
町

に
お
い
て
作
成
し
た
退
職
被
保
険

者
等
に
係
る
振
替
作
業
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
基
づ
き
、
被
保
険
者
資
格
の

遡
及
に
伴
う
療
養
給
付
費
負
担
金

及
び
療
養
給
付
費
交
付
金
の
振
替

整
理
を
適
正
に
行
う
こ
と
。

　
（
３
）
特
に
退
職
被
保
険
者
の
被
扶

養
者
に
係
る
適
用
に
つ
い
て
は
、

「
国
民
健
康
保
険
の
退
職
被
保
険
者

の
被
扶
養
者
に
係
る
適
用
の
適
正

化
対
策
の
徹
底
に
つ
い
て
（
通
知
）」

（
平
成
19
年
９
月
18
日
保
国
発
第

０
９
１
８
０
０
１
号
）
及
び
「
国

民
健
康
保
険
の
退
職
被
保
険
者
の

被
扶
養
者
に
係
る
適
用
に
つ
い
て

（
通
知
）」（
平
成
20
年
３
月
31
日

保
国
発
第
０
３
３
１
０
０
１
号
）

に
基
づ
き
、
職
権
適
用
を
実
施
す

る
等
適
用
の
適
正
化
を
推
進
す
る

こ
と
。

　
（
４
）
外
国
人
の
適
用
に
つ
い
て

は
、「
外
国
人
に
対
す
る
国
民
健
康

保
険
又
は
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
適
用
に
つ
い
て
」（
平
成
24
年

７
月
９
日
保
国
発
第
０
７
０
９
第

１
号
）
及
び
「
在
留
外
国
人
の
国

民
健
康
保
険
適
用
の
不
適
正
事
案

に
関
す
る
通
知
制
度
の
運
用
に
つ

い
て
」（
平
成
31
年
１
月
７
日
保
国

発
０
１
０
７
第
１
号
）
に
基
づ
き
、

適
正
に
行
う
こ
と
。

　
　

ま
た
、
出
入
国
在
留
管
理
庁
か

ら
提
供
さ
れ
た
情
報
を
活
用
し
た

特
定
技
能
外
国
人
の
国
民
健
康
保

険
へ
の
加
入
促
進
に
取
り
組
む
こ

と
。（「
出
入
国
在
留
管
理
庁
か
ら

提
供
さ
れ
た
情
報
を
活
用
し
た
特

定
技
能
外
国
人
の
国
民
健
康
保
険

へ
の
加
入
促
進
に
つ
い
て
」（
令
和

元
年
12
月
13
日
保
国
発
１
２
１
３

第
２
号
））

２　

居
所
不
明
被
保
険
者
の
確
認

居
所
不
明
の
被
保
険
者
に
係
る
資

格
喪
失
の
確
認
に
つ
い
て
は
、「
国
民

健
康
保
険
の
被
保
険
者
資
格
の
喪
失

確
認
処
理
に
係
る
取
扱
い
に
つ
い
て

（
通
知
）」（
平
成
４
年
３
月
31
日
保
険

発
第
40
号
）
に
基
づ
き
、
取
扱
要
領

を
作
成
し
て
的
確
に
行
い
、
国
民
健

康
保
険
税
の
調
定
額
に
つ
い
て
も
整

理
す
る
こ
と
。

３　

適
用
の
適
正
化
調
査

適
用
の
適
正
化
調
査
に
つ
い
て

は
、「
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
の

適
用
の
適
正
化
及
び
第
三
者
行
為
に

係
る
求
償
権
の
行
使
に
つ
い
て
（
通

知
）」（
昭
和
50
年
７
月
１
日
保
険
発

第
63
号
）
に
基
づ
き
、
各
保
険
者
の

実
情
に
応
じ
て
「
適
用
の
適
正
化
月

間
」
を
設
定
し
、
被
用
者
保
険
の
加

入
・
脱
退
者
、
住
所
地
特
例
の
対
象

者
、外
国
人
、擬
制
世
帯
等
に
つ
い
て
、

計
画
的
、
集
中
的
に
適
用
の
適
正
化

を
推
進
す
る
こ
と
。

ま
た
、「
国
民
健
康
保
険
の
被
保

険
者
の
適
用
に
か
か
る
周
知
に
つ
い

て
」（
平
成
29
年
４
月
３
日
保
国
発

０
４
０
３
第
１
号
）
に
基
づ
き
、
本

来
は
被
用
者
保
険
（
＊
通
知
で
は
「
健

康
保
険
や
厚
生
年
金
」）
に
加
入
す
べ

き
で
あ
り
な
が
ら
、
国
民
健
康
保
険

（
＊
通
知
で
は
「
国
民
健
康
保
険
や
国

民
年
金
」）
に
加
入
し
て
い
る
可
能
性

の
あ
る
被
保
険
者
に
つ
い
て
、
被
用

者
保
険
（
＊
通
知
で
は
「
健
康
保
険
・

厚
生
年
金
保
険
」）
の
適
用
対
策
の
一

層
の
促
進
を
図
る
こ
と
。

第
３　

市
町
に
お
け
る
保
険
税
の
賦
課
に

　
　
　

関
す
る
事
項

１　

所
得
の
把
握

保
険
税
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
所

得
に
つ
い
て
は
、
的
確
に
把
握
す
る

こ
と
。 

ま
た
、
申
告
の
な
い
世
帯
に
つ
い

て
は
保
険
税
の
軽
減
対
象
世
帯
と
な

る
可
能
性
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
積
極

的
に
申
告
を
勧
奨
し
、
積
極
的
に
実

地
調
査
を
行
う
等
、
的
確
に
所
得
を

把
握
す
る
こ
と
。 

な
お
、
共
有
名
義
の
固
定
資
産
に

係
る
資
産
割
額
の
算
定
に
つ
い
て
は
、

「
共
有
名
義
の
固
定
資
産
に
係
る
国
民

健
康
保
険
料
（
税
）
の
資
産
割
額
の
算

定
に
つ
い
て
（
通
知
）」（
平
成
20
年
１

月
18
日
保
国
発
第
０
１
１
８
０
０
１

号
）
に
基
づ
き
、
持
ち
分
に
応
じ
て

適
正
に
按
分
賦
課
を
行
う
こ
と
。 

２　

保
険
税
の
賦
課
割
合
及
び
賦
課
限
度

額
の
設
定

保
険
税
の
賦
課
割
合
及
び
賦
課
限

度
額
に
つ
い
て
は
、
被
保
険
者
間
に

お
け
る
負
担
の
不
均
衡
の
是
正
、
中

間
所
得
者
層
の
過
重
な
負
担
の
軽
減

を
図
る
観
点
か
ら
、
適
切
な
設
定
を

行
う
こ
と
。
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３　

保
険
税
の
減
免

国
民
健
康
保
険
か
ら
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
移
行
し
た
者
が
い
る
世
帯

に
お
け
る
保
険
税
に
つ
い
て
、
平
成
25

（
２
０
１
３
）
年
度
か
ら
所
得
割
に
係
る

軽
減
判
定
所
得
の
算
定
特
例
が
恒
久
化
さ

れ
た
ほ
か
、
平
等
割
の
減
額
措
置
が
延
長

さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
適
正
な
対
応
を

行
う
こ
と
。
ま
た
、
被
用
者
保
険
か
ら
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移
行
し
た
こ
と
に

伴
い
、
被
扶
養
者
か
ら
国
民
健
康
保
険
の

被
保
険
者
と
な
っ
た
者
に
係
る
条
例
減
免

に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
措
置
さ
れ
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
た
が
、
当
該
条
例
減
免
の

う
ち
、
旧
被
扶
養
者
に
係
る
応
益
割
に
つ

い
て
は
、令
和
元（
２
０
１
９
）年
度
以
降
、

資
格
取
得
日
の
属
す
る
日
以
後
２
年
を
経

過
す
る
月
ま
で
の
間
に
限
り
実
施
す
る
こ

と
と
さ
れ
た
の
で
適
正
な
対
応
を
行
う
こ

と
。（
平
成
30
年
12
月
12
日
事
務
連
絡
）

第
４　

市
町
に
お
け
る
保
険
税
の
徴
収
の

　
　
　

適
正
な
実
施
に
関
す
る
事
項

１　

収
納
率
目
標

保
険
者
規
模
別
の
現
年
度
分
の
保

険
税
収
納
率
の
目
標
は
、
次
の
と
お

り
で
あ
る
。

（
１
）
被
保
険
者
数
１
万
人
未
満
の
保

険
者　

95
％
以
上

（
２
）
被
保
険
者
数
１
万
人
以
上
５
万

人
未
満
の
保
険
者
�
94
％
以
上

（
３
）
被
保
険
者
数
５
万
人
以
上
10
万

人
未
満
の
保
険
者
�
93
％
以
上

（
４
）
被
保
険
者
数
10
万
人
以
上
の
保

険
者　

92
％
以
上

　

収
納
率
目
標
を
達
成
し
た
市
町
に

お
い
て
も
、
引
き
続
き
収
納
率
の
向

上
に
努
め
る
こ
と
。

２　

保
険
税
収
入
の
確
保

（
１
）
徴
収
計
画
の
策
定

市
町
保
険
者
の
徴
収
計
画
に
つ
い

て
は
、
県
が
運
営
方
針
の
中
で
定
め

た
保
険
者
規
模
別
収
納
率
目
標
を
踏

ま
え
、滞
納
者
の
実
態
（
滞
納
原
因
別
、

所
得
階
層
別
、
職
業
別
、
地
区
別
等
）

に
基
づ
き
目
標
収
納
率
を
設
定
す
る

と
と
も
に
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、

目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
実
施
体
制
、

実
施
方
法
等
、
具
体
的
な
計
画
を
策

定
す
る
こ
と
。 

（
２
）
納
期
内
納
入
の
促
進
等

保
険
税
の
納
入
に
つ
い
て
は
、
納

期
内
納
入
の
促
進
を
図
る
た
め
に
マ

ル
チ
ペ
イ
メ
ン
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

導
入
や
口
座
振
替
の
原
則
化
を
検
討

し
、
口
座
振
替
を
推
進
す
る
ほ
か
、

多
様
な
納
付
方
法
を
採
用
す
る
等
、

納
付
し
や
す
い
環
境
整
備
を
推
進
す

る
と
と
も
に
被
保
険
者
に
対
す
る
効

果
的
な
啓
発
活
動
を
積
極
的
に
行
う

こ
と
。 

（
３
）
滞
納
者
対
策

ア　

保
険
税
の
確
保
を
図
る
た
め
、

早
期
に
滞
納
者
の
財
産
調
査
を
含

め
た
実
態
把
握
及
び
適
切
な
対
応

を
行
う
こ
と
。

イ　

特
別
の
事
情
が
な
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
保
険
税
を
滞
納
し
て
い
る

い
わ
ゆ
る
悪
質
滞
納
者
に
対
す
る

被
保
険
者
資
格
証
明
書
の
交
付
及

び
保
険
給
付
の
一
時
支
払
差
止
め

等
の
措
置
に
つ
い
て
は
、「
国
民
健

康
保
険
の
保
険
料
（
税
）
を
滞
納

し
て
い
る
世
帯
主
等
に
対
す
る
措

置
の
取
扱
い
に
つ
い
て
（
通
知
）」

（
平
成
12
年
３
月
28
日
保
険
発
第
41

号
）
に
基
づ
き
、適
正
に
行
う
こ
と
。

　
　

た
だ
し
、
出
産
育
児
一
時
金
に

つ
い
て
は
、
国
民
健
康
保
険
法
施

行
規
則
（
昭
和
33
年
厚
生
省
令
第

53
号
）
附
則
第
10
条
に
よ
る
一
時

差
止
め
を
行
わ
な
い
措
置
が
継
続

さ
れ
て
い
る
の
で
留
意
す
る
こ
と
。 

　
　

被
保
険
者
資
格
証
明
書
の
交
付

に
当
た
り
、「
被
保
険
者
資
格
証
明

書
の
交
付
に
際
し
て
の
留
意
点
に

つ
い
て
」（
平
成
20
年
10
月
30
日
保

国
発
第
１
０
３
０
０
０
１
号
）
に

基
づ
き
、
適
正
に
行
う
こ
と
。
被

保
険
者
資
格
証
明
書
及
び
短
期
被

保
険
者
証
の
交
付
に
つ
い
て
は
、

交
付
事
務
を
通
じ
て
で
き
る
だ
け

滞
納
者
と
接
触
す
る
機
会
を
確
保

し
、
保
険
税
を
納
め
る
こ
と
が
で

き
な
い
特
別
な
事
情
の
適
切
な
把

握
に
努
め
、
機
械
的
な
対
応
に
な

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
き
め
細
か

な
納
付
相
談
を
行
う
こ
と
。
被
保

険
者
資
格
証
明
書
の
交
付
は
不
利

益
処
分
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、
行

政
手
続
法
に
基
づ
く
弁
明
の
機
会

の
付
与
を
必
ず
実
施
す
る
こ
と
。

　
　

ま
た
、
滞
納
者
の
状
況
に
応
じ
、

通
常
に
比
べ
更
新
ま
た
は
検
認
の

期
間
が
短
い
被
保
険
者
証
を
交
付

す
る
等
、
被
保
険
者
証
の
交
付
方

法
を
工
夫
し
て
納
付
相
談
の
機
会

の
確
保
を
図
り
、
滞
納
を
解
消
す

る
こ
と
。

ウ　

被
保
険
者
が
、
督
促
、
催
告
に

応
じ
な
い
場
合
に
は
、
負
担
の
公

平
の
観
点
か
ら
積
極
的
に
差
押
え

を
行
う
こ
と
。 

エ　

納
付
義
務
者
が
保
険
税
を
納
期

限
ま
で
に
完
納
し
な
い
場
合
は
、

必
ず
延
滞
金
を
調
定
し
、
徴
収
す

る
こ
と
。 

オ　

保
険
税
の
不
納
欠
損
処
分
に
つ

い
て
は
、
資
産
の
状
況
等
の
調
査

結
果
に
基
づ
き
適
正
に
行
う
こ
と
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と
し
、
短
期
被
保
険
者
証
の
交
付

対
象
者
が
該
当
し
た
場
合
も
行
う

こ
と
。

（
４
）
徴
収
体
制
の
充
実

滞
納
保
険
税
の
徴
収
に
つ
い
て
は
、

全
庁
体
制
の
確
立
や
嘱
託
徴
収
員
の
採

用
等
、徴
収
体
制
の
整
備
を
図
る
こ
と
。

ま
た
、
嘱
託
徴
収
員
等
を
活
用
し
て

い
る
保
険
者
に
つ
い
て
は
、
嘱
託
徴
収

員
等
の
み
に
任
せ
る
こ
と
な
く
役
割

分
担
を
定
め
、
職
員
と
の
連
携
に
よ

る
戸
別
徴
収
に
積
極
的
か
つ
効
率
的

に
取
り
組
む
こ
と
。

（
５
）
そ
の
他
の
収
納
対
策

上
記
（
１
）
か
ら
（
４
）
の
ほ
か
、

保
険
税
収
納
率
の
確
保
・
向
上
等
の

対
策
と
し
て
、「
収
納
対
策
緊
急
プ

ラ
ン
の
策
定
等
に
つ
い
て
（
通
知
）」

（
平
成
17
年
２
月
15
日
保
国
発
第

０
２
１
５
０
０
１
号
）
等
を
参
考
に
、

効
果
的
な
収
納
対
策
に
積
極
的
に
取

り
組
む
こ
と
。

第
５　

市
町
に
お
け
る
保
険
給
付
の
適
正

　
　
　

な
実
施
に
関
す
る
事
項

１　

保
険
給
付
の
点
検
、
事
後
調
整
に
関

す
る
事
項

（
１
）
保
険
給
付
の
点
検

診
療
報
酬
明
細
書
（
以
下
「
レ
セ

プ
ト
」
と
い
う
。）
の
点
検
調
査
に

つ
い
て
は
、「
国
民
健
康
保
険
の
診

療
報
酬
明
細
書
点
検
調
査
事
務
処
理

要
領
に
つ
い
て
（
通
知
）」（
昭
和
55

年
５
月
10
日
保
険
発
第
42
号
）
に
基

づ
き
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
被
保
険
者
資
格
の
点
検
、
調
剤

報
酬
明
細
書
と
の
突
合
、
縦
覧
点
検

等
に
つ
い
て
は
、
強
化
さ
れ
た
国
保

連
合
会
の
レ
セ
プ
ト
審
査
機
能
を
活

用
す
る
等
、
よ
り
効
率
的
な
調
査
を

実
施
す
る
こ
と
。

ま
た
、
レ
セ
プ
ト
点
検
調
査
を
計

画
的
に
実
施
す
る
た
め
の
点
検
体
制

の
整
備
に
つ
い
て
は
、
医
療
事
務
経

験
者
等
を
嘱
託
員
に
採
用
す
る
、
専

門
業
者
へ
委
託
す
る
等
し
て
充
実
さ

せ
る
こ
と
。

（
２
）
不
当
利
得
へ
の
対
応

不
当
利
得
の
事
務
処
理
に
つ
い
て

は
、「
被
保
険
者
資
格
喪
失
後
の
受
診

に
よ
り
発
生
す
る
返
還
金
の
保
険
者

間
で
の
調
整
に
つ
い
て
」（
平
成
26
年

12
月
５
日
保
国
発
１
２
０
５
第
１
号
）

に
基
づ
き
、
保
険
者
間
調
整
を
積
極

的
に
活
用
す
る
ほ
か
、「
不
当
利
得
の

返
還
金
に
か
か
る
債
権
管
理
等
の
適

正
化
に
つ
い
て
」（
平
成
25
年
７
月
19

日
保
国
発
０
７
１
９
第
１
号
）
に
基

づ
き
、
返
還
金
債
権
の
把
握
及
び
管

理
並
び
に
療
養
給
付
費
等
負
担
金
の

適
正
な
算
定
を
行
う
と
と
も
に
、
債

権
回
収
に
努
め
る
こ
と
。

２　

療
養
費
の
支
給
の
適
正
化
に
関
す
る

事
項

（
１
）
柔
道
整
復
、
あ
ん
摩
・
マ
ッ
サ

ー
ジ
、
は
り
・
き
ゅ
う

柔
道
整
復
師
等
の
施
術
に
お
け
る

保
険
給
付
の
範
囲
等
に
つ
い
て
、
広

報
等
に
よ
り
柔
道
整
復
療
養
費
等
に

対
す
る
被
保
険
者
の
関
心
を
高
め
、

適
正
化
を
進
め
る
こ
と
。

特
に
、
柔
道
整
復
療
養
費
に
つ
い

て
は
、
申
請
書
の
内
容
点
検
に
お
い

て
疑
義
（
多
部
位
、
長
期
又
は
頻
度

が
高
い
）
が
生
じ
た
場
合
、
必
要
に

応
じ
て
被
保
険
者
に
文
書
照
会
や
聞

き
取
り
を
行
う
こ
と
に
よ
り
施
術
の

状
況
等
を
確
認
し
、
支
給
の
適
正
化

に
努
め
る
こ
と
。

ま
た
、
支
払
前
の
資
格
確
認
を
徹

底
し
て
行
う
こ
と
。

（
２
）
海
外
療
養
費

支
給
申
請
に
対
す
る
審
査
の
強
化

と
し
て
、
航
空
券
等
、
海
外
に
渡
航

し
た
事
実
が
確
認
で
き
る
書
類
の
写

し
及
び
保
険
者
が
海
外
療
養
を
担
当

し
た
者
に
照
会
す
る
こ
と
に
関
す
る

被
保
険
者
の
同
意
書
を
求
め
る
こ
と
。

ま
た
、「
海
外
療
養
費
支
給
事
務
の
一

層
の
適
正
化
に
向
け
た
取
扱
い
に
つ

い
て
」（
平
成
29
年
8
月
9
日
保
国

発
0
8
0
9
第
1
号
）
及
び
「
海
外

療
養
費
及
び
海
外
出
産
に
係
る
出
産

育
児
一
時
金
の
支
給
の
適
正
化
に
向

け
た
対
策
等
に
つ
い
て
」（
平
成
31
年

４
月
１
日
保
国
発
０
４
０
１
第
２
号
）

に
基
づ
き
、
海
外
療
養
費
の
支
給
の

適
正
化
、
及
び
海
外
出
産
に
係
る
出

産
育
児
一
時
金
の
支
給
の
適
正
化
に

向
け
た
対
策
を
講
じ
る
こ
と
。
不
正

請
求
事
例
が
判
明
し
た
場
合
に
は
、

「
海
外
療
養
費
の
不
正
請
求
対
策
等
に

つ
い
て
」（
平
成
25
年
12
月
６
日
保

国
発
１
２
０
６
第
１
号
）
に
基
づ
き
、

県
に
報
告
す
る
こ
と
。

３　

第
三
者
行
為
求
償
の
取
組
強
化
に
関

す
る
事
項

第
三
者
行
為
求
償
事
務
に
つ
い
て

は
、
第
三
者
行
為
の
発
見
手
段
の
拡

大
及
び
被
保
険
者
に
対
す
る
周
知
広

報
の
強
化
に
よ
り
、
確
実
か
つ
速
や

か
な
傷
病
届
の
提
出
の
励
行
を
図
る

こ
と
。
ま
た
、
求
償
事
務
の
取
組
の

底
上
げ
を
図
る
た
め
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ

イ
ク
ル
（
現
状
の
取
組
評
価
・
事
務

改
善
・
数
値
目
標
の
設
定
）
を
確
立
、

循
環
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
継
続
的

に
求
償
事
務
の
取
組
強
化
を
進
め
る

こ
と
。

４　

高
額
療
養
費
の
多
数
回
該
当
の
取
扱
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い
に
関
す
る
事
項

高
額
療
養
費
の
多
数
回
該
当
の
判

断
に
当
た
っ
て
は
、
世
帯
主
に
着
目

し
て
適
切
に
世
帯
の
継
続
性
を
判
定

す
る
こ
と
。
ま
た
、
世
帯
の
継
続
性

の
判
定
の
取
扱
い
は
、
国
の
参
酌
基

準
に
基
づ
く
こ
と
。

第
６　

医
療
費
の
適
正
化
に
向
け
た
取
組

１　

特
定
健
康
診
査
受
診
率
及
び
特
定
保

健
指
導
実
施
率
の
向
上

第
３
期
特
定
健
康
診
査
等
実
施

計
画
に
基
づ
き
、
実
施
率
の
向
上
に

向
け
た
取
組
を
行
う
こ
と
。
ま
た
、

対
象
者
自
ら
が
健
康
状
態
を
自
覚

し
、
生
活
習
慣
改
善
の
必
要
性
を
理

解
し
た
上
で
実
践
に
つ
な
げ
ら
れ
る

よ
う
、
対
象
者
の
個
別
性
を
重
視
し

た
効
果
的
な
保
健
指
導
を
実
施
す
る

こ
と
。

２　

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
の
策
定
と
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
基
づ
く
効
率
的
・

効
果
的
な
保
健
事
業
の
実
施
に
向
け

た
取
組

保
健
事
業
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、

「
国
民
健
康
保
険
法
に
基
づ
く
保
健
事

業
の
実
施
等
に
関
す
る
指
針
」（
平
成

16
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
３
０
７
号
）

に
基
づ
き
、
保
健
事
業
の
実
施
計
画

（
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
）
を
策
定
す
る

と
と
も
に
、
生
活
習
慣
病
予
防
対
策

等
、
地
域
の
課
題
に
応
じ
た
保
健
事

業
を
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
基
づ
き

実
施
す
る
こ
と
。

３　

糖
尿
病
等
生
活
習
慣
病
重
症
化
予
防

に
向
け
た
取
組

「
栃
木
県
糖
尿
病
重
症
化
予
防
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
等
に
基
づ
き
、
医
療
機
関

へ
の
受
診
勧
奨
や
か
か
り
つ
け
医
と

連
携
し
た
保
健
指
導
を
行
う
こ
と
。

４　

後
発
医
薬
品
の
安
心
使
用
の
促
進
に

関
す
る
取
組

後
発
医
薬
品
に
つ
い
て
は
、
後
発

医
薬
品
希
望
シ
ー
ル
及
び
カ
ー
ド
の

配
布
や
、
後
発
医
薬
品
を
使
用
し
た

場
合
の
医
療
費
の
額
の
通
知
（
差
額

通
知
）
等
に
よ
り
、
後
発
医
薬
品
の

積
極
的
な
活
用
を
促
進
す
る
こ
と
。

５　

適
切
な
受
療
行
動
の
促
進
（
重

複
・
頻
回
受
診
等
の
是
正
）
に
向

け
た
取
組

重
複
・
頻
回
受
診
者
に
対
す
る
保

健
師
の
訪
問
活
動
に
つ
い
て
は
、「
重

複
・
頻
回
受
診
者
に
係
る
医
療
費
適

正
化
対
策
の
推
進
に
つ
い
て
（
通

知
）」（
平
成
10
年
８
月
５
日
保
険
発

第
１
２
６
号
）
に
基
づ
き
、
積
極
的

に
推
進
す
る
こ
と
。

６　

医
療
費
等
の
分
析

医
療
費
等
の
分
析
に
つ
い
て
は
、

診
療
諸
率
の
経
年
的
な
傾
向
把
握
、

他
の
保
険
者
と
の
医
療
費
実
態
の
比

較
、
疾
病
構
造
、
長
期
入
院
者
及
び

重
複
・
頻
回
受
診
者
の
動
向
の
把
握
・

分
析
等
に
よ
り
、
医
療
費
等
の
現
状

と
問
題
点
を
的
確
に
把
握
し
、
医
療

費
の
適
正
化
に
必
要
な
施
策
に
反
映

す
る
こ
と
。 

ま
た
、
将
来
に
向
け
て
医
療
費
適
正

化
対
策
を
効
果
的
に
実
施
す
る
た
め
、

国
保
連
合
会
等
と
連
携
し
、
調
査
・
研

究
を
行
う
こ
と
。 

な
お
、
国
保
連
合
会
か
ら
提
供
さ
れ

る
疾
病
統
計
、
長
期
入
院
者
、
重
複
・

頻
回
受
診
者
、
柔
整
内
容
点
検
リ
ス
ト

等
の
資
料
を
十
分
活
用
し
、
医
療
費

適
正
化
対
策
の
内
容
を
充
実
さ
せ
る

こ
と
。

７　

県
に
よ
る
市
町
の
保
健
事
業
支
援

　

国
民
健
康
保
険
法
第
82
条
第

12
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
２

（
2
0
2
0
）
年
度
以
降
、
市
町
の
保

健
事
業
を
支
援
す
る
た
め
、
県
が
、

市
町
に
対
し
レ
セ
プ
ト
等
の
情
報
の

提
供
を
求
め
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
県
に
よ
る
レ
セ
プ
ト

等
を
活
用
し
た
健
康
課
題
の
整
理
・

分
析
及
び
支
援
等
に
つ
い
て
、
連
携
・

協
力
に
努
め
る
こ
と
。

第
７　

保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
及
び
福
祉
サ

　
　
　

ー
ビ
ス
に
関
す
る
施
策
そ
の
他
の

　
　
　

関
連
施
策
と
の
連
携

１　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
に
向

け
た
取
組

医
療
・
介
護
・
生
活
支
援
等
が
一

体
的
に
提
供
さ
れ
る
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
構
築
の
実
現
に
向
け
て
、

課
題
を
抱
え
る
被
保
険
者
の
把
握
と

働
き
か
け
、
地
域
で
被
保
険
者
を
支

え
る
仕
組
み
づ
く
り
や
地
域
で
被
保

険
者
を
支
え
る
ま
ち
づ
く
り
等
に
取

り
組
む
こ
と
。

２　

直
営
診
療
施
設 

保
険
者
が
設
置
す
る
直
営
診
療
施

設
に
つ
い
て
は
、
国
民
健
康
保
険
の

被
保
険
者
を
始
め
と
し
た
地
域
住
民

に
対
し
て
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
の

各
般
に
わ
た
る
総
合
的
な
処
遇
を
行

う
う
え
で
極
め
て
重
要
な
役
割
を
果

た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
の
で
、

地
域
住
民
に
対
す
る
医
療
・
健
康
に

関
す
る
相
談
部
門
を
設
置
す
る
等
、

総
合
的
な
機
能
が
発
揮
で
き
る
よ
う

充
実
さ
せ
る
こ
と
。

３　

高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の

一
体
的
実
施
に
関
す
る
事
項

　

国
民
健
康
保
険
の
保
健
事
業
及
び

高
齢
者
に
対
す
る
保
健
事
業
に
つ
い

て
、
市
町
が
介
護
保
険
の
地
域
支
援
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事
業
等
と
一
体
的
に
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
健
康
増
進
部

門
及
び
介
護
部
門
と
の
連
携
体
制

を
整
備
す
る
外
、
効
果
的
に
市
町

村
国
保
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
事
業
等
を

活
用
す
る
こ
と
。

第
８　

そ
の
他

１　

補
助
金
申
請
事
務
等
の
適
正
化

補
助
金
の
申
請
等
に
係
る
事
務
処

理
に
つ
い
て
は
、
会
計
実
地
検
査
等

に
お
い
て
多
数
の
不
適
正
な
事
務
処

理
が
判
明
し
て
お
り
、
自
主
点
検
に

よ
る
適
正
化
を
実
施
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
今
後
は
、「
国
民
健
康

保
険
関
係
国
庫
補
助
金
等
に
か
か
る

事
務
処
理
の
適
正
化
に
つ
い
て
（
通

知
）」（
平
成
28
年
12
月
８
日
保
国
発

１
２
０
８
第
１
号
）
等
、
関
係
通
知

を
参
考
に
す
る
と
と
も
に
、
申
請
誤

り
が
生
じ
な
い
よ
う
な
防
止
策
（
誤

り
や
す
い
事
項
に
つ
い
て
の
確
認
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
等
）
を
講
じ
る
等
、

適
正
な
事
務
処
理
の
た
め
に
必
要
な

体
制
の
整
備
を
図
る
こ
と
。

２　

不
正
及
び
事
故
の
防
止

事
務
処
理
方
式
の
見
直
し
、
相
互
牽

制
体
制
等
の
管
理
体
制
の
充
実
及
び
自

主
的
監
査
の
実
施
等
、
不
正
及
び
事
故

の
防
止
に
万
全
を
期
す
こ
と
。
万
が
一

不
正
及
び
事
故
が
発
生
し
た
場
合
は
、

速
や
か
に
県
に
報
告
す
る
こ
と
。

な
お
、
特
定
個
人
情
報
の
漏
え
い

事
案
等
が
発
生
し
た
場
合
の
対
応
に

つ
い
て
は
、「
独
立
行
政
法
人
等
及
び

地
方
公
共
団
体
等
に
お
け
る
特
定
個

人
情
報
の
漏
え
い
事
案
等
が
発
生
し

た
場
合
の
対
応
に
つ
い
て
」（
平
成
27

年
特
定
個
人
情
報
保
護
委
員
会
告
示

第
１
号
）
に
基
づ
き
、
事
案
に
よ
っ

て
は
個
人
情
報
保
護
委
員
会
へ
報
告

す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
場
合
、
県

に
も
情
報
提
供
す
る
こ
と
。

ま
た
、
個
人
番
号
利
用
事
務
を
受

託
し
て
い
た
事
業
者
が
、
最
初
の
委

託
者
で
あ
る
地
方
公
共
団
体
等
の
許

諾
を
得
ず
に
同
事
務
を
再
委
託
し
て

い
た
事
案
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
「
特

定
個
人
情
報
の
適
正
な
取
扱
い
に
関

す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
行
政
機
関
等
・

地
方
公
共
団
体
等
編
）」
が
改
正
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
留
意
し
、
特
定
個
人

情
報
に
つ
い
て
適
正
に
取
り
扱
う
こ

と
。（「
特
定
個
人
情
報
の
適
正
な
取

扱
い
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改

正
に
つ
い
て
（
依
頼
）」（
令
和
元
年

12
月
10
日
個
情
第
１
１
４
４
号
））

３　

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
の
充
実  

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
に
つ

い
て
は
、
国
保
事
業
の
適
正
か
つ
安

定
的
な
運
営
を
図
る
た
め
に
重
要
な

審
議
機
関
で
あ
る
の
で
、
事
業
運
営

の
課
題
・
問
題
点
を
十
分
に
審
議
す

る
等
、
積
極
的
に
開
催
す
る
こ
と
。

４　

保
険
者
協
議
会
に
お
け
る
各
保
険
者

と
の
連
携
・
協
力 

保
険
者
協
議
会
に
つ
い
て
は
、
保

健
事
業
等
の
効
率
的
で
円
滑
な
事
業

運
営
を
図
る
た
め
、
各
保
険
者
と
の

連
携
・
協
力
に
努
め
る
こ
と
。

５　

情
報
開
示 

レ
セ
プ
ト
開
示
に
つ
い
て
は
、「
診

療
報
酬
明
細
書
等
の
被
保
険
者
へ
の

開
示
に
つ
い
て
（
通
知
）」（
平
成
17
年

３
月
31
日
保
発
第
０
３
３
１
０
０
７

号
、
平
成
23
年
６
月
20
日
付
け
保
発

０
６
２
０
第
２
号
に
よ
り
一
部
改
正
）

に
基
づ
き
行
う
こ
と
。

６　

国
保
事
業
に
係
る
検
証

市
町
は
、
毎
年
度
、
事
業
の
実
施

状
況
を
分
析
・
評
価
し
、
必
要
に
応

じ
て
改
善
に
取
り
組
む
こ
と
。

７　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
係

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ

の
対
応
に
伴
う
国
民
健
康
保
険
関
係

事
務
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
下
記
の

通
知
に
留
意
す
る
こ
と
。

【
資
格
証
明
書　

関
係
】

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係

る
帰
国
者
・
接
触
者
外
来
の
受
診
時

に
お
け
る
被
保
険
者
資
格
証
明
書
の

取
扱
い
に
つ
い
て
」（
令
和
２
年
２
月

28
日
保
国
発
０
２
２
８
第
１
号
）

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
軽

症
者
等
に
係
る
宿
泊
療
養
及
び
自
宅

療
養
期
間
中
に
お
け
る
被
保
険
者
資

格
証
明
書
の
取
扱
い
に
つ
い
て
」（
令

和
２
年
４
月
30
　

日
保
国
発
０
４
３
０

第
１
号
）

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係

る
診
療
・
検
査
医
療
機
関
の
受
診
時

に
お
け
る
被
保
険
者
資
格
証
明
書
の

取
扱
い
に
つ
い
て
」（
令
和
２
年
11
　

月

30
　

日
保
国
発
１
１
３
０
第
１
号
）

【
資
格
取
得
、
資
格
喪
失
、
住
所
変
更

等
の
届
出
・
申
告
、
保
険
税
徴
収
猶

予　

関
係
】

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の

対
応
に
伴
う
国
民
健
康
保
険
、
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
及
び
介
護
保
険
関

係
事
務
の
取
扱
い
に
つ
い
て
」（
令
和

２
年
３
月
10
日
事
務
連
絡
）

「【
再
周
知
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
へ
の
対
応
に
伴
う
国
民
健
康
保

険
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
及
び
介
護

保
険
関
係
事
務
の
取
扱
い
に
つ
い
て
」

（
令
和
２
年
11
　

月
４
日
事
務
連
絡
）

【
健
康
増
進
事
業
、
特
定
健
康
診
査
等

　

関
係
】

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
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る
緊
急
事
態
宣
言
の
解
除
を
踏
ま
え

た
各
種
健
診
等
に
お
け
る
対
応
に
つ

い
て
」（
令
和
２
年
５
月
26
　

日
医
政
歯

発
０
５
２
６
第
１
号
）

【
保
険
税
の
減
免　

関
係
】

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
収
入
が
減
少
し
た
被
保
険

者
等
に
係
る
国
民
健
康
保
険
料
（
税
）

の
減
免
に
対
す
る
財
政
支
援
に
つ
い

て
」（
令
和
２
年
４
月
８
日
事
務
連
絡
）

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
収
入
が
減
少
し
た
被
保
険

者
等
に
係
る
国
民
健
康
保
険
料
（
税
）

の
減
免
に
対
す
る
財
政
支
援
の
基
準

に
つ
い
て
」（
令
和
２
年
５
月
１
日
保

国
発
０
５
０
１
第
１
号
）

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
収
入
が
減
少
し
た
被
保
険

者
等
に
係
る
国
民
健
康
保
険
料
（
税
）

の
減
免
等
に
つ
い
て
」（
令
和
３
年
３

月
12
　

日
・
令
和
３
年
６
月
２
日
事
務
連

絡
）

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
収
入
が
減
少
し
た
被
保
険

者
等
に
係
る
国
民
健
康
保
険
料
（
税
）

の
減
免
等
の
取
扱
い
に
関
す
る
Ｑ
＆

Ａ
に
つ
い
て
」（
令
和
３
年
６
月
11
　

日

事
務
連
絡
）

【
傷
病
手
当
金　

関
係
】

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
感

染
し
た
被
用
者
に
対
す
る
傷
病
手
当

金
の
支
給
等
に
つ
い
て
」（
令
和
２
年

３
月
10
日
事
務
連
絡
）

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
感

染
し
た
被
用
者
等
に
対
す
る
傷
病
手

当
金
の
支
給
に
つ
い
て
」（
令
和
２
年

３
月
24
日
事
務
連
絡
）

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
感

染
し
た
被
用
者
等
に
対
す
る
傷
病
手

当
金
の
支
給
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ
の
改

訂
に
つ
い
て
（
そ
の
２
）」（
令
和
２

年
５
月
19
　

日
事
務
連
絡
）

「
国
民
健
康
保
険
及
び
後
期
高
齢
者
医

療
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
感
染
し
た
被
用
者
等
に
対

す
る
傷
病
手
当
金
の
支
給
に
係
る
今

後
の
財
政
支
援
に
つ
い
て
」（
令
和
３

年
５
月
18
　

日
事
務
連
絡
）

○
国
保
組
合
に
関
す
る
事
項

　

国
保
組
合
の
運
営
に
当
た
っ
て
は
、 
以

下
の
点
に
も
留
意
す
る
こ
と

１　

適
用
の
適
正
化

被
保
険
者
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
組

合
規
約
に
定
め
る
組
合
員
の
業
種
（
現

に
業
務
に
従
事
し
て
い
る
か
否
か
を
含

む
。）、
住
所
、
勤
務
先
の
業
態
及
び
健

康
保
険
の
適
用
除
外
承
認
手
続
き
の
確

認
を
徹
底
す
る
こ
と
。 

ま
た
、「
国
民
健
康
保
険
組
合
の

組
合
員
資
格
の
適
正
な
取
扱
い
に
つ

い
て
」（
平
成
24
年
３
月
26
日
保
国
発

０
３
２
６
第
１
号
）
に
基
づ
き
、
定

期
的
に
被
保
険
者
資
格
の
確
認
を
行
う

等
、適
正
な
取
扱
い
を
徹
底
す
る
こ
と
。 

２　

法
令
遵
守
体
制
の
整
備

「
国
民
健
康
保
険
組
合
に
お
け
る
法

令
遵
守
（
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
）
体

制
の
整
備
に
つ
い
て
（
通
知
）」（
平

成
22
年
９
月
10
日
保
国
発
０
９
１
０

第
１
号
）
に
基
づ
き
、
法
令
遵
守
体

制
の
整
備
に
取
り
組
む
こ
と
。 

３　

個
人
情
報
等
の
適
正
な
管
理

国
保
組
合
が
扱
う
個
人
情
報
等
の

重
要
情
報
に
つ
い
て
は
、
個
人
情
報

保
護
法
及
び
「
国
民
健
康
保
険
組
合

に
お
け
る
個
人
情
報
の
適
切
な
取
扱

い
の
た
め
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
つ
い
て

（
通
知
）」（
平
成
29
年
４
月
14
日
個
情

第
５
４
０
号
、
保
発
０
４
１
４
第
16

号
）
に
基
づ
き
適
正
な
管
理
に
取
り

組
む
こ
と
。

ま
た
、
個
人
番
号
利
用
事
務
を
受

託
し
て
い
た
事
業
者
が
、
最
初
の
委

託
者
で
あ
る
地
方
公
共
団
体
等
の
許

諾
を
得
ず
に
同
事
務
を
再
委
託
し
て

い
た
事
案
に
関
連
し
て
、
番
号
法
違

反
の
事
例
を
明
確
化
す
る
た
め
、「
特

定
個
人
情
報
の
適
正
な
取
扱
い
に
関

す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
事
業
者
編
）」

が
改
正
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
、

特
定
個
人
情
報
に
つ
い
て
適
正
に
取

り
扱
う
こ
と
。（「
特
定
個
人
情
報
の

適
正
な
取
扱
い
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
改
正
に
つ
い
て
（
依
頼
）」（
令

和
元
年
12
月
10
日
個
情
第
１
１
４
４

号
））

４　

国
保
組
合
に
お
け
る
事
業
継
続
に
つ

い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
に
伴
い
、
テ
レ
ワ
ー
ク
環
境
が

未
整
備
の
国
保
組
合
事
務
局
に
お
い

て
、
業
務
継
続
が
物
理
的
不
可
能
等

と
理
事
長
が
判
断
し
た
場
合
は
、
県

に
対
し
て
、
業
務
の
中
断
理
由
、
中

断
期
間（
予
定
）等
を
報
告
す
る
こ
と
。

（「
国
民
健
康
保
険
組
合
の
事
業
継
続

に
つ
い
て
」（
令
和
２
年
４
月
８
日
事

務
連
絡
））

○
国
保
連
合
会
に
関
す
る
事
項

第
１　

審
査
の
充
実
強
化

レ
セ
プ
ト
の
審
査
支
払
事
務
に

つ
い
て
は
、
審
査
専
門
部
会
の
審

査
対
象
の
拡
大
、
事
務
点
検
期
間

及
び
審
査
委
員
会
に
お
け
る
審
査

期
間
の
延
長
等
に
よ
り
事
務
共
助

の
充
実
及
び
審
査
体
制
を
拡
充
し
、

審
査
の
充
実
・
強
化
及
び
効
率
化

に
努
め
る
こ
と
。
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第
２　

保
険
者
支
援

１　

保
険
者
事
務
共
同
電
算
処
理
事
業
等

の
充
実
・
強
化 

保
険
者
事
務
共
同
電
算
処
理
事
業

及
び
第
三
者
行
為
求
償
事
務
共
同
処

理
事
業
に
つ
い
て
は
、
保
険
者
の
事

務
処
理
の
効
率
化
等
を
図
る
た
め
充

実
・
強
化
す
る
こ
と
。 

特
に
第
三
者
行
為
求
償
に
つ
い
て

は
、
研
修
会
の
開
催
や
損
害
保
険
関

係
団
体
、
医
療
機
関
等
と
の
連
携
強

化
に
加
え
、
直
接
求
償
事
務
に
関
し

て
、
保
険
者
の
ニ
ー
ズ
に
専
門
的
・

的
確
に
応
じ
ら
れ
る
よ
う
、
将
来
的

に
全
て
の
傷
害
事
故
に
つ
い
て
受
託

で
き
る
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
。

２　

医
療
費
分
析
等
の
充
実
・
活
用 

医
療
費
分
析
等
に
つ
い
て
は
、
保

険
者
に
お
い
て
医
療
費
等
の
分
析
結

果
に
基
づ
く
効
果
的
な
保
健
事
業
の

実
施
を
図
る
た
め
、
疾
病
統
計
及
び

重
複
・
頻
回
受
診
者
リ
ス
ト
等
の
充

実
を
図
る
と
と
も
に
そ
の
活
用
方
法

の
教
示
等
を
行
う
こ
と
。 

な
お
、
疾
病
統
計
等
に
つ
い
て
は
、

保
険
者
に
と
っ
て
有
効
か
つ
必
要
な

も
の
と
な
っ
て
い
る
か
活
用
状
況
を

把
握
し
、
的
確
な
情
報
を
提
供
す
る

と
と
も
に
電
算
事
務
の
効
率
化
を
推

進
す
る
こ
と
。

３　

レ
セ
プ
ト
点
検
調
査
の
支
援 

保
険
者
に
お
け
る
レ
セ
プ
ト
点
検
調

査
の
内
容
点
検
の
充
実
を
図
る
た
め
、

保
険
者
の
実
態
に
応
じ
た
レ
セ
プ
ト
点

検
調
査
に
係
る
研
修
及
び
内
容
点
検
を

的
確
に
行
う
た
め
の
情
報
提
供
等
、
積

極
的
な
支
援
を
行
う
こ
と
。

４　

保
健
事
業
の
支
援 

保
険
者
が
特
定
健
康
診
査
・
特
定

保
健
指
導
を
円
滑
に
実
施
で
き
る
よ

う
支
援
す
る
と
と
も
に
、
デ
ー
タ
ヘ

ル
ス
計
画
の
策
定
支
援
を
は
じ
め
、

健
診
結
果
デ
ー
タ
等
を
活
用
し
て
各

保
険
者
の
実
態
に
応
じ
た
効
果
的
な

保
健
事
業
の
企
画
、
評
価
、
調
査
・

研
究
等
、
各
種
の
施
策
の
支
援
を
行

う
こ
と
。

ま
た
、
保
険
者
が
行
う
保
健
・
福

祉
事
業
と
の
連
携
に
配
意
し
た
保
健

事
業
の
展
開
に
対
す
る
支
援
等
に
も

配
意
す
る
こ
と
。

国
民
健
康
保
険
の
保
健
事
業
及
び

高
齢
者
に
対
す
る
保
健
事
業
に
つ
い

て
、
市
町
が
介
護
保
険
の
地
域
支
援

事
業
等
と
一
体
的
に
実
施
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
診
療
報
酬
請
求
書

及
び
特
定
健
康
診
査
等
に
関
す
る
記

録
に
係
る
情
報
そ
の
他
の
国
民
の
保

健
医
療
の
向
上
及
び
福
祉
の
増
進
に

資
す
る
情
報
の
収
集
、
整
理
及
び
分

析
並
び
に
そ
の
結
果
の
活
用
の
促
進

に
努
め
る
こ
と
。（「「
医
療
保
険
制
度

の
適
正
か
つ
効
率
的
な
運
営
を
図
る

た
め
の
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
」
の
一
部
の
施
行
に
つ

い
て
（
通
知
）」（
令
和
元
年
５
月
22

日
保
発
０
５
２
２
第
２
号
））

５　

保
険
料
（
税
）
収
納
率
向
上
対
策
の

支
援 保

険
料
（
税
）
収
納
率
向
上
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
を
活
用
し
て
、
保
険
者
に

対
し
て
長
期
滞
納
・
収
納
困
難
事
案

へ
の
対
応
方
法
の
相
談
及
び
職
員
研

修
に
よ
る
職
員
の
資
質
向
上
等
、
収

納
率
向
上
の
た
め
の
保
険
者
支
援
を

行
う
こ
と
。

第
３　

そ
の
他

１　

個
人
情
報
等
を
含
む
重
要
情
報
の
適

正
管
理

国
保
連
合
会
が
扱
う
個
人
情
報
等

の
重
要
情
報
に
つ
い
て
は
、
個
人
情
報

保
護
法
及
び
「
国
民
健
康
保
険
団
体

連
合
会
等
に
お
け
る
個
人
情
報
の
適

切
な
取
扱
い
の
た
め
の
ガ
イ
ダ
ン
ス

に
つ
い
て
」（
平
成
29
年
４
月
14
日
個

情
第
５
４
１
号
、
保
発
第
０
４
１
４

第
10
号
）
に
基
づ
き
適
正
な
管
理
に

取
り
組
む
こ
と
。

ま
た
、
個
人
番
号
利
用
事
務
を
受

託
し
て
い
た
事
業
者
が
、
最
初
の
委

託
者
で
あ
る
地
方
公
共
団
体
等
の
許

諾
を
得
ず
に
同
事
務
を
再
委
託
し
て

い
た
事
案
に
関
連
し
て
、
番
号
法
違

反
の
事
例
を
明
確
化
す
る
た
め
、「
特

定
個
人
情
報
の
適
正
な
取
扱
い
に
関

す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
事
業
者
編
）」

が
改
正
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
、

特
定
個
人
情
報
に
つ
い
て
適
正
に
取

り
扱
う
こ
と
。（「
特
定
個
人
情
報
の

適
正
な
取
扱
い
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
改
正
に
つ
い
て
（
依
頼
）」（
令

和
元
年
12
月
10
日
個
情
第
１
１
４
４

号
））

２　

事
務
の
改
善
等

国
保
連
合
会
に
お
け
る
不
正
及
び

事
故
の
防
止
に
つ
い
て
は
、
保
険
者

に
関
す
る
事
項
の
第
８
の
２
に
準
じ

て
実
施
す
る
こ
と
。

な
お
、
特
定
個
人
情
報
の
漏
え
い

事
案
等
が
発
生
し
た
場
合
の
対
応
に

つ
い
て
は
、「
事
業
者
に
お
け
る
特
定

個
人
情
報
の
漏
え
い
事
案
等
が
発
生

し
た
場
合
の
対
応
に
つ
い
て
」（
平
成

27
年
特
定
個
人
情
報
保
護
委
員
会
告

示
第
２
号
）
に
基
づ
き
、
個
人
情
報

保
護
委
員
会
へ
報
告
す
る
必
要
が
あ

る
。
こ
の
場
合
、
県
に
も
情
報
提
供

す
る
こ
と
。
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栃
木
県
の
北
東
部
に
位
置
す
る
那
珂
川

町
は
、
平
成
17
年
10
月
に
旧
馬
頭
町
と
旧

小
川
町
と
の
合
併
に
よ
り
誕
生
し
た
町
で

す
。
関
東
で
も
有
数
の
清
流
那
珂
川
が
町

の
中
央
を
流
れ
、
こ
れ
を
取
り
囲
む
里
山

が
織
り
成
す
四
季
の
情
景
は
町
の
資
源
で

す
。
町
内
に
は
、
新
国
立
競
技
場
の
設
計

を
手
掛
け
た
建
築
家
・
隈
研
吾
氏
設
計
の

伝
統
的
で
斬
新
な
た
た
ず
ま
い
の
「
馬
頭

広
重
美
術
館
」
を
代
表
に
、「
い
わ
む
ら

か
ず
お
絵
本
の
丘
美
術
館
」「
も
う
ひ
と

つ
の
美
術
館
」
と
３
つ
の
美
術
館
が
揃
っ

て
い
る
他
、
日
本
で
最
も
美
し
い
村
連
合

に
加
盟
し
た
小
砂
地
区
に
は
、
森
林
の
中

に
芸
術
作
品
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
国
指
定
文
化
財
な
ど
、
歴
史
を
知
る

こ
と
の
で
き
る
多
く
の
史
跡
が
点
在
し
て

い
ま
す
。

那
珂
川
町
で
は
、子
育
て
支
援
住
宅
「
エ

ミ
ナ
ー
ル
那
珂
川
」
が
昨
年
３
月
に
完
成

し
、
全
20
戸
が
満
室
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
施
設
に
は
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
が
併

設
さ
れ
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減
少

が
著
し
い
那
珂
川
町
に
お
い
て
、
安
心
し

て
子
育
て
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と

で
、
子
育
て
世
代
を
中
心
に
移
住
・
定
住

が
促
進
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
令
和
３
年
４
月
か
ら
は
、
こ
れ

か
ら
の
時
代
に
合
っ
た
地
域
を
つ
く
り
、

安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、「
住

め
ば
み
や
こ
」
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し

て
、
町
独
自
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
利
用
し
た
地
域
情
報
の
発
信
に

よ
る
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
や
健
康
習
慣
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
那
珂
川
町
の
国
保
運
営
協
議
会

会
長
を
務
め
る
益
子
純
恵
会
長
は
、
令
和

２
年
５
月
よ
り
現
職
に
就
任
さ
れ
、
国
保

事
業
の
運
営
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
那
珂
川
町
議
会
議
員
と

し
て
現
在
２
期
目
在
職
中
で
あ
り
、
教
育

民
生
常
任
委
員
長
と
し
て
も
ご
活
躍
さ
れ

て
い
ま
す
。

国
保
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
少
子
高
齢

化
、
医
療
費
の
増
加
な
ど
に
よ
り
さ
ら

に
厳
し
い
状
況
が
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
、

今
後
も
持
続
し
た
財
政
基
盤
の
安
定
化
を

図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
益
子
会
長

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
康
に
ご
留
意
い

た
だ
き
、
こ
れ
ま
で
の
豊
富
な
知
識
と
経

験
を
活
か
し
、
国
保
運
営
の
安
定
と
町
民

が
安
心
し
て
健
康
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
、
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
期
待

し
て
お
り
ま
す
。

会
長
の
一
言

「町民の健康は、国保の安定運営から」
町民が安心して健康に暮らせるためには、財源確保や医療費適正化の

取り組みなど国保の安定運営が大変重要であります。
特に医療費適正化の取り組みとして、生活習慣病予防のためにも特定

健診受診率の向上が求められています。
今後とも町民の皆さんの健康のため、運営協議会では国保運営を支援

していきたいと思います。

国保運協会長プロフィール

益
まし

子
こ

純
すみ

恵
え

那珂川町

栃木県国民健康保険団体連合会「栃木の国保」 10



禁
煙
し
て
み
ま
し
た

禁
煙
し
て
み
ま
し
た

　

 

の
趣
味
と
健
康
法

私

佐野市　医療保険課

課長 山
やま

菅
すげ

  昭
あき

浩
ひろ

禁
煙
し
て
み
ま
し
た
。
た
だ
何
と

な
く
タ
バ
コ
を
吸
わ
な
く
な
っ
て
か

ら
約
１
年
半
が
経
過
し
て
い
ま
す
。

小
さ
な
き
っ
か
け
は
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
真
綿
で
首
を
絞
め
る
よ

う
な
値
上
げ
が
続
い
て
い
る
こ
と
。

加
熱
式
タ
バ
コ
な
る
も
の
が
流
行

り
だ
し
、
そ
の
た
め
の
道
具
を
わ

ざ
わ
ざ
購
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
に
愚
か
さ
を
感
じ
た
こ
と
。

喫
煙
す
る
場
所
が
減
り
、
知
ら
な

い
土
地
に
行
っ
た
と
き
に
喫
煙
所

探
し
に
大
変
苦
労
し
た
こ
と
。
家

で
臭
い
と
嫌
が
ら
れ
た
こ
と
。
等

が
思
い
当
た
る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
う
い
え
ば
30
数
年
前
、
た
だ
何

と
な
く
タ
バ
コ
を
吸
い
始
め
、
い

つ
で
も
止
め
ら
れ
る
と
思
い
つ
つ
、

欠
か
さ
ず
続
け
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
煙
と
消
え
た
投
資
額
を
計
算

す
る
と
、
も
っ
と
早
く
や
め
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
後

悔
の
念
に
駆
ら
れ
て
い
ま
す
。

長
年
タ
バ
コ
を
吸
っ
て
い
て
も
、

禁
煙
す
る
の
に
遅
す
ぎ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
も
、
禁
煙

の
メ
リ
ッ
ト
を
実
感
し
ま
し
ょ
う
。

さ
て
、
趣
味
と
い
え
る
の
か
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、
30
歳
代
の
こ
ろ
青

少
年
教
育
の
仕
事
に
関
わ
り
、「
生

き
る
力
」
を
育
む
た
め
と
、
子
ど
も

た
ち
に
キ
ャ
ン
プ
や
登
山
等
の
野

外
活
動
を
体
験
さ
せ
る
こ
と
に
携

わ
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
こ
と

か
ら
山
の
魅
力
に
は
ま
り
、
達
成
感

を
味
わ
う
た
め
、
適
度
な
山
歩
き
を

続
け
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
体
力
維
持
の
た
め
に
と
15

年
前
か
ら
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
始
め
、
毎

日
５
キ
ロ
程
度
の
ラ
ン
を
日
課
と

す
る
ス
ト
イ
ッ
ク
な
生
活
を
送
り
、

地
元
さ
の
マ
ラ
ソ
ン
や
近
隣
市
町

の
大
会
に
出
場
し
完
走
す
る
こ
と

に
喜
び
を
感
じ
て
お
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
定
期
的
に
襲
っ
て
く
る

急
性
腰
痛
症
の
恐
怖
か
ら
、
こ
こ

数
年
は
走
る
こ
と
を
控
え
る
よ
う

に
な
り
、
山
歩
き
も
遠
の
き
、
今

は
軽
く
散
歩
す
る
程
度
の
運
動
を

続
け
て
い
る
状
況
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

当
面
、
急
性
腰
痛
症
の
恐
怖
は
残

り
そ
う
な
の
で
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
な

ど
過
度
な
運
動
や
山
行
な
ど
の
遠

出
は
諦
め
て
い
ま
す
が
、
恐
怖
が

克
服
で
き
た
暁
に
は
再
開
で
き
れ

ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
喫
煙
に
よ
る
健
康
被
害

を
避
け
る
た
め
禁
煙
を
継
続
し
つ

つ
、
こ
れ
か
ら
も
適
度
な
運
動
、
そ

れ
か
ら
自
宅
の
畑
で
収
穫
し
た
新

鮮
な
野
菜
を
摂
る
こ
と
で
、
健
康

の
維
持
を
心
掛
け
、
い
つ
か
は
山

行
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
楽
し
み
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
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矢
板
市

突 撃 ル ポ

みてある

第131回 矢板市

矢
板
市
は
、
栃
木
県
の
北
東

部
、
東
京
圏
か
ら
北
に
約
１
０
０

㎞
、
県
都
宇
都
宮
市
か
ら
約
30

㎞
の
と
こ
ろ
に
位
置
し
て
い
ま

す
。
市
の
北
側
は
那
須
塩
原
市
、

東
側
か
ら
南
側
に
は
大
田
原
市

と
さ
く
ら
市
、
西
側
は
塩
谷
町

に
接
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
の
総
面
積
は
約

１
７
０
㎢
で
、
北
部
は
日
光
国

立
公
園
の
一
部
で
あ
る
山
林
が

連
な
り
、
中
心
部
か
ら
南
部
一

体
は
肥
沃
な
関
東
平
野
の
一
部

と
し
て
、
宅
地
や
農
地
等
に
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
気
候
は
雪

の
少
な
い
内
陸
型
気
候
で
、
一

年
を
通
じ
寒
暖
の
差
が
大
き
く
、

四
季
折
々
の
豊
か
な
自
然
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

矢
板
市
は
、
歌
人
・
与
謝
野

晶
子
の
歌
に
も
詠
ま
れ
た
名
峰
・

高
原
山
を
間
近
に
望
む
県
北
部

に
位
置
し
ま
す
。
同
時
に
名
水

の
里
と
し
て
も
知
ら
れ
、
高
原

山
の
山
麓
部
に
は
、
一
年
を
通

じ
て
豊
富
な
湧
水
量
を
誇
る
倉

掛
湧
水
池
な
ど
が
存
在
し
て
い

ま
す
。

さ
ら
に
も
う
一
つ
、
日
本
の
古

『
未
来
へ
』
～
み
ん
な
で
創
る
新
時
代
～

代
史
フ
ァ
ン
に
有
名
な
ス
ポ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
、
高

原
山
の
火
山
群
の
一
峰
で
あ
る

剣
ヶ
峰
で
す
。
こ
の
地
で
採
れ

た
黒
曜
石
は
矢
じ
り
な
ど
の
石

器
の
材
料
と
し
て
、
関
東
一
帯

に
広
く
流
通
し
ま
し
た
。
現
地

を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
採
掘
坑

跡
も
発
見
さ
れ
、
矢
板
市
か
ら

は
２
０
０
㎞
以
上
も
離
れ
た
静

岡
県
三
島
市
や
長
野
県
信
濃
町

の
遺
跡
で
も
高
原
山
産
の
黒
曜

石
を
使
用
し
た
石
器
が
発
見
さ

れ
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
豊
か
な
水
と
緑
と
い

う
自
然
環
境
に
加
え
、
整
備
さ

れ
た
道
路
・
鉄
道
な
ど
の
利
を

活
か
し
、
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ

ズ
ム
や
ス
ポ
ー
ツ
・
ツ
ー
リ
ズ

ム
な
ど
新
た
な
観
光
ス
タ
イ
ル

の
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
度
か
ら
令
和
７
年

度
ま
で
を
計
画
期
間
と
す
る
、
市

政
運
営
の
基
本
方
針
で
あ
る
「
矢

板
市
総
合
計
画
」
及
び
「
矢
板

市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

      
矢板市

矢板武記念館

総
合
戦
略
」
を
一
体
的
に
策
定

し
、
２
つ
の
計
画
を
合
わ
せ
た

「
や
い
た
創
生
未
来
プ
ラ
ン
」
と

命
名
し
ま
し
た
。
矢
板
市
の
将

来
像
に
「『
未
来
へ
』
～
み
ん
な

で
創
る
新
時
代
」
を
掲
げ
、
豊

か
な
自
然
を
大
切
に
し
な
が
ら

矢
板
の
良
さ
を
生
か
し
て
、
市

民
の
方
や
行
政
、
様
々
な
主
体

が
協
力
し
合
い
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持

続
可
能
な
開
発
目
標
）、
Ｓ
ｏ

ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
．
０
、
新
し
い

生
活
様
式
な
ど
を
踏
ま
え
た
新
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時
代
に
適
応
し
た
ま
ち
を
創
り
、

未
来
へ
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
各
種
施
策
に
取
り
組
ま

れ
て
い
る
矢
板
市
に
取
材
を
行

い
ま
し
た
。

ま
ず
初
め
に
、
税
務
課
で
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
渡
邊
主
幹
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

矢
板
市
で
は
、
独
自
で
業
者
と

の
契
約
を
行
い
、
自
動
音
声
に
よ

る
電
話
催
告
を
実
施
し
て
い
る
と

い
い
ま
す
。
ま
た
、「
令
和
３
年

２
月
に
は
滞
納
者
が
い
る
時
間
を

狙
っ
て
、
職
員
に
よ
る
電
話
催
告

を
実
施
し
ま
し
た
が
、
自
動
音
声

に
よ
る
電
話
催
告
と
違
っ
て
、
担

当
者
が
本
人
か
ら
滞
納
理
由
を
聞

き
出
す
こ
と
が
で
き
た
た
め
、
徴

収
に
向
け
て
適
切
な
対
応
を
と
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
、
効
果

が
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
今
後
も

自
動
音
声
と
職
員
に
よ
る
電
話
催

告
の
継
続
を
予
定
さ
れ
て
い
る
と

の
こ
と
。

ま
た
、「
現
年
分
文
書
一
斉
催

告
の
際
に
送
付
す
る
催
告
書
は
紙

の
色
を
オ
レ
ン
ジ
や
ピ
ン
ク
の
色

紙
を
使
用
す
る
他
、
市
県
民
税
に

八方見晴らしの大間々のつつじ

滞
納
が
あ
る
場
合
は
、
矢
板
県
税

事
務
所
と
共
同
催
告
を
行
い
、
催

告
書
を
連
名
に
す
る
と
と
も
に
、

郵
送
す
る
際
に
使
用
す
る
封
筒
は

赤
色
に
し
て
い
ま
す
」
と
、
郵
送

物
の
中
で
も
目
に
留
ま
る
よ
う
に

す
る
こ
と
で
視
覚
的
効
果
を
生
ん

で
い
る
と
い
い
ま
す
。

矢
板
市
で
は
こ
れ
ま
で
も
滞
納

者
に
対
し
て
は
、
催
告
や
差
押
え

な
ど
を
実
施
し
て
い
た
と
こ
ろ
。

し
か
し
、
令
和
元
年
・
２
年
と
栃

木
県
の
徴
収
指
導
派
遣
事
業
に

よ
っ
て
、
進
行
管
理
方
法
や
高
額

滞
納
案
件
処
理
の
進
め
方
に
つ
い

て
指
導
を
受
け
た
と
い
い
ま
す
。

今
後
に
つ
い
て
伺
う
と
、「
現

年
度
分
は
、
早
期
催
告
・
調
査
を

行
い
、
滞
納
整
理
の
早
期
着
手
を

進
め
て
収
納
率
の
向
上
と
新
規
滞

納
者
を
作
ら
な
い
こ
と
。
滞
納
繰

越
分
は
、
調
査
や
納
税
相
談
に
よ

り
適
切
に
判
断
し
、
滞
納
整
理
を

進
め
滞
納
額
を
減
ら
す
こ
と
な
ど

を
目
標
と
し
て
、
指
導
に
基
づ
い

て
調
査
や
滞
納
処
分
を
進
め
た
い

と
思
い
ま
す
」
と
、
明
確
な
目
標

を
定
め
る
こ
と
で
さ
ら
な
る
収
納

＋
α
の
取
り
組
み
で

目
指
す
収
納
率
向
上

明
確
な
目
標
を
定
め
た

滞
納
整
理

栃木県国民健康保険団体連合会「栃木の国保」13



率
向
上
へ
の
思
い
が
伺
え
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
度
か
ら
の
新
規
事

業
を
伺
う
と
、「
全
税
目
を
対
象

と
し
て
い
る
宇
都
宮
県
税
事
務
所

（
特
別
整
理
担
当
）
と
の
協
働
徴

収
の
実
施
及
び
、
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ

や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ 

Ｐ
ａ
ｙ
に
よ
る
ス

マ
ホ
ア
プ
リ
で
の
納
税
を
可
能
と

し
ま
し
た
」
と
話
し
、
特
に
ス
マ

ホ
ア
プ
リ
を
用
い
た
納
税
に
つ
い

て
は
、
納
め
や
す
い
環
境
を
整

え
た
こ
と
に
よ
る
収
納
率
向
上

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

次
に
、
健
康
増
進
課
で
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
吉
田
主
幹
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

健
康
増
進
課
の
国
保
医
療
担

当
で
は
、「
年
金
情
報
を
活
用
し

て
国
保
の
得
喪
届
の
未
提
出
者

を
四
半
期
ご
と
に
リ
ス
ト
ア
ッ

プ
し
、
対
象
の
方
へ
通
知
を
送

付
し
て
い
ま
す
」
と
し
、
通
常

窓
口
で
受
け
付
け
て
い
た
問
合

せ
や
届
出
の
提
出
は
、
昨
年
度

か
ら
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

（
以
下
、
コ
ロ
ナ
）
の
感
染
対
策

と
し
て
基
本
的
に
は
郵
送
で
行

う
な
ど
と
、
新
し
い
生
活
様
式

に
合
わ
せ
た
手
続
き
や
勧
奨
に

変
更
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

し
か
し
、「
届
出
を
提
出
し
て

い
な
い
人
の
多
く
が
、
14
日
以

内
に
届
出
が
必
要
で
あ
る
こ
と

を
認
識
し
て
い
な
い
こ
と
が
現

状
の
課
題
で
す
」
と
話
し
、
市

の
広
報
誌
で
も
勧
奨
す
る
な
ど

と
し
て
医
療
費
の
適
正
化
に
向

け
て
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
保
険
者
努
力
支
援
制
度

の
評
価
指
標
の
取
り
組
み
を
伺

い
、
昨
年
度
か
ら
重
複
服
薬
者

一
覧
の
作
成
及
び
対
象
者
選
定

を
国
保
連
合
会
へ
委
託
い
た
だ

い
て
い
る
事
業
に
つ
い
て
、「
対

象
者
に
対
し
て
の
指
導
を
行
い

ま
し
た
。
タ
イ
ミ
ン
グ
良
く
来

庁
さ
れ
た
方
は
直
接
行
い
ま
し

た
が
、
そ
の
他
の
方
に
つ
い
て

は
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
基
本
的

に
電
話
で
行
い
ま
し
た
。
指
導

に
よ
っ
て
対
象
者
の
状
況
が
分

か
り
、
医
療
機
関
を
一
か
所
に

ま
と
め
る
改
善
も
み
ら
れ
た
た

め
、
今
後
も
引
き
続
き
継
続
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
、

効
果
に
期
待
を
寄
せ
ま
す
。

住
民
の
健
康
づ
く
り
支
援
と
し

て
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
引
き

続
き
吉
田
主
幹
へ
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

「
矢
板
市
で
は
、
平
成
29
年
度

か
ら
は
運
動
習
慣
を
つ
け
る
こ
と

に
よ
り
生
活
習
慣
病
を
防
ぐ
た
め

の
『
か
ら
だ
見
な
お
し
フ
ィ
ッ
ト

ネ
ス
』
を
実
施
し
て
お
り
、
特
に

運
動
習
慣
の
な
い
方
へ
の
き
っ
か

け
作
り
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
」

と
話
す
一
方
で
、「
実
施
か
ら
５

年
が
経
過
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

今
後
は
運
動
習
慣
の
定
着
へ
と
目

的
を
移
行
し
、
将
来
生
活
習
慣
病

に
な
る
人
口
を
減
ら
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
」
と
考
え
を
お
話

い
た
だ
き
ま
し
た
。

▲矢板市税務課　渡邊主幹

▲からだ見なおしフィットネスの様子

新
し
い
生
活
様
式
に
沿
っ
た

変
更

住
民
へ
の
健
康
維
持
の

意
識
付
け

さ
ら
に
、
平
成
30
年
７
月
か
ら

は
、
１
回
３
年
間
の
実
施
と
し

て
参
加
者
に
会
員
証
の
活
動
量

計
（
歩
数
計
）
を
配
布
し
て
お

り
、
日
々
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
健

康
診
断
等
の
受
診
、
ま
ち
な
か
保

健
室
へ
の
出
席
、
市
の
健
康
教
室

へ
の
参
加
な
ど
の
健
康
づ
く
り
活

動
に
対
し
て
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す

る『
や
い
た
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
』

を
実
施
し
て
い
ま
す
。「
貯
ま
っ

た
ポ
イ
ン
ト
は
市
内
で
使
用
で
き

る
商
品
券
や
、『
道
の
駅
や
い
た
』

の
商
品
券
と
交
換
す
る
こ
と
が

で
き
る
た
め
、
夫
婦
や
友
人
同
士

で
参
加
さ
れ
る
方
が
多
い
印
象
で
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す
」
と
、
住
民
が
事
業
に
気
軽
に

参
加
す
る
こ
と
で
健
康
意
識
が
高

ま
り
、
健
康
維
持
へ
繋
が
る
取
り

組
み
で
あ
る
と
い
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
は
コ
ロ
ナ
の
影
響

に
よ
り
中
止
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
『
健
康
ま
つ
り
』
に
つ
い
て
、

「
健
康
意
識
を
高
め
る
目
的
で
実

施
し
て
お
り
、
身
長
・
体
重
・

骨
密
度
・
血
管
年
齢
等
さ
ま
ざ

ま
な
測
定
を
行
う
他
、
薬
剤
師

に
よ
る
お
薬
相
談
や
保
健
師
に

よ
る
健
康
相
談
、
歯
科
衛
生
士

に
よ
る
歯
科
相
談
、
矢
板
市
健

康
づ
く
り
『
み
ど
り
の
会
』
に

よ
る
ク
イ
ズ
や
塩
分
濃
度
並
び

に
食
育
に
関
す
る
パ
ネ
ル
展
示

な
ど
を
実
施
し
、
例
年
幅
広
い

世
代
の
住
民
の
方
々
が
参
加
さ
れ

て
い
ま
す
」
と
、
自
分
の
健
康
を

知
る
機
会
と
あ
っ
て
例
年
好
評
を

得
て
い
る
事
業
の
一
つ
で
あ
る
こ

と
を
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

特
定
健
診
受
診
率
向
上
に
向

け
、
特
定
健
診
と
が
ん
検
診
を
同

時
に
受
診
で
き
る
総
合
健
診
日
、

土
日
や
女
性
限
定
、
託
児
付
き

の
健
診
日
を
設
け
る
他
、
予
約

は
24
時
間
Ｗ
ｅ
ｂ
で
も
受
付
け

て
い
ま
す
。
特
定
健
診
や
が
ん

検
診
の
費
用
に
つ
い
て
は
、
40

～
69
歳
の
方
は
５
０
０
円
、
70

歳
以
上
の
方
は
無
料
と
、
お
得

に
受
診
で
き
る
環
境
を
整
え
て

お
り
、
前
年
度
の
レ
セ
プ
ト
及

び
健
診
デ
ー
タ
か
ら
分
析
さ
れ

た
特
定
健
診
受
診
勧
奨
通
知
候

補
者
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
、
通

知
を
送
付
す
る
な
ど
の
取
り
組

み
を
行
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
順

調
に
上
が
っ
て
い
た
受
診
率
で

す
が
、「
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受

け
て
お
り
、
受
診
を
控
え
る
被

保
険
者
が
増
え
て
い
る
こ
と
か

ら
、
昨
年
度
の
受
診
率
は
低
い

こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
」
と
話

し
、
対
策
を
取
り
な
が
ら
受
診

率
を
上
げ
る
こ
と
が
今
後
の
課

題
で
あ
る
こ
と
を
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。

構
想
す
る
未
来
像
に
向
け
、
課

題
と
目
標
を
認
識
し
な
が
ら
各

種
施
策
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る

矢
板
市
へ
の
取
材
で
し
た
。

▲矢板市健康増進課　吉田主幹

▲健診結果説明会で配布している減塩パンフレット▲健康まつりでの「みどりの会」のコーナー

◎国保の加入状況等(３ヵ年)
平成29年度 平成30年度 令和元年度

総人口（人） 32,966 32,301 31,904

総世帯数（世帯） 13,200 13,087 13,132

国保被保険者

加入世帯数（世帯） 5,088 4,922 4,814

被保険者数（人） 8,517 8,127 7,771

被保険者加入率（％） 25．8 ２5．2 ２4．4

保険料（税） 一人当たり調定額（円） 99,557 93,587 97,887

収納状況（現年分） 収納率（％） 92．3 ９1．8 ９3．1

一人当たりの療養諸費費用額（円） 266,098 273,970 287,807

特定健診・特定
保健指導の状況

特定健診受診率（％） 36．8 42．6 44．5

特定保健指導実施率（％） 45.7 40.1 45.4

健
診
受
診
率
の
向
上
と

コ
ロ
ナ
対
策

栃木県国民健康保険団体連合会「栃木の国保」15



新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
は
と

ど
ま
る
こ
と
を
知
り
ま
せ
ん
。
感
染
リ
ス
ク

を
減
ら
す
た
め
に
は
、
予
防
対
策
の
３
密
を

避
け
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
免
疫
力
の
低
下

を
防
ぐ
こ
と
が
大
切
で
す
。
免
疫
と
は
ウ
イ

ル
ス
な
ど
の
異
物
が
体
内
に
侵
入
し
た
と
き

に
抵
抗
し
て
打
ち
勝
つ
能
力
の
こ
と
で
す
。

免
疫
は
ス
ト
レ
ス
に
弱
く
、
自
粛
生
活
等

の
ス
ト
レ
ス
に
よ
っ
て
免
疫
力
が
低
下
す
る

こ
と
で
体
調
が
崩
れ
や
す
く
な
り
、
感
染
症

の
リ
ス
ク
も
高
ま
り
ま
す
。

ま
た
、
自
粛
生
活
に
よ
り
運
動
の
機
会
が

減
っ
た
こ
と
で
体
重
が
増
え
た
人
も
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
食
べ
過
ぎ
に
よ
る

体
重
増
加
も
免
疫
力
低
下
の
原
因
に
な
り
ま

す
の
で
、
適
正
体
重
を
心
が
け
る
た
め
に
も

体
重
測
定
を
日
課
に
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

免
疫
力
を
維
持
・
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
、

休
養
と
運
動
と
食
事
を
適
正
に
保
つ
こ
と
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
食
事
の
面
で
は
バ
ラ
ン

ス
の
良
い
食
事
を
心
が
け
る
こ
と
で
す
。

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
と
は
主
食
、主
菜
、

副
菜
、
牛
乳
・
乳
製
品
、
果
物
の
５
つ
の
料

理
区
分
が
揃
う
こ
と
で
す
。
偏
っ
た
食
事
を

し
て
し
ま
う
と
免
疫
力
を
高
め
る
た
め
に
必

要
な
た
ん
ぱ
く
質
、
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
、

食
物
繊
維
な
ど
の
栄
養
素
を
過
不
足
な
く
摂

る
こ
と
が
困
難
に
な
り
ま
す
。
安
易
に
健
康

食
品
や
サ
プ
リ
メ
ン
ト
を
利
用
す
る
の
で
は

な
く
、
日
々
の
食
事
を
見
直
す
こ
と
も
大
切

で
す
。

1
．
免
疫
力
を
高
め
る
栄
養
素

　

国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
か
ら
２
０
１
８

年
に
発
表
さ
れ
た
論
文
の
中
で
は
免
疫
力
を

高
め
る
可
能
性
が
あ
る
も
の
と
し
て
ビ
タ
ミ

ン
Ｄ
（
以
下
Ｖ
．
Ｄ
）、
プ
ロ
バ
イ
オ
テ
ィ

ク
ス
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
や
エ
ゴ
マ
、
魚
油
に
多

く
含
ま
れ
て
い
る
Ｅ
Ｐ
Ａ
も
免
疫
力
の
向
上

や
感
染
症
予
防
に
効
果
が
あ
る
可
能
性
が
高

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
こ
れ
ら
の
栄

養
素
、
栄
養
成
分
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

２
．
Ｖ
．Ｄ
の
働
き

　

第
１
回
目
は
Ｖ
．
Ｄ
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。
Ｖ
．
Ｄ
は
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
を
高

め
て
く
れ
る
、
骨
の
健
康
に
必
要
な
ビ
タ
ミ

ン
で
す
が
、
実
は
免
疫
力
を
高
め
る
効
果
が

あ
る
と
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

血
液
中
の
Ｖ
．
Ｄ
濃
度
が
低
く
な
る
と
、

感
染
症
発
症
率
が
高
く
な
る
こ
と
や
術
後
の

肺
損
傷
の
リ
ス
ク
が
高
く
な
る
こ
と
が
報
告

さ
れ
て
お
り
、
血
液
中
の
Ｖ
．
Ｄ
濃
度
が
最

適
に
あ
る
状
態
は
そ
う
で
な
い
も
の
に
比
べ

て
唾
液
中
の
Ｉ
ｇ
Ａ
が
高
い
と
い
う
報
告
も

あ
る
た
め
、
免
疫
力
を
高
め
る
こ
と
や
感
染

症
予
防
の
た
め
に
は
血
液
中
の
Ｖ
．
Ｄ
濃
度

を
高
め
て
お
く
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

３
．食
事
と
日
光
で
Ｖ
．Ｄ
ア
ッ
プ
！

血
液
中
の
Ｖ
．Ｄ
濃
度
を
高
め
る
方
法
は
、

食
事
か
ら
摂
取
す
る
方
法
と
太
陽
の
光
、
す

な
わ
ち
紫
外
線
を
浴
び
る
方
法
の
２
つ

で
す
。

食
事
に
よ
る
Ｖ
．
Ｄ
は
干
し
シ
イ
タ
ケ

や
き
く
ら
げ
な
ど
の
キ
ノ
コ
類
の
植
物
性

食
品
と
鮭
や
イ
ワ
シ
な
ど
の
動
物
性
、
と

く
に
魚
に
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
残
念

な
こ
と
に
牛
肉
や
豚
肉
な
ど
の
畜
産
動
物

に
は
ほ
と
ん
ど
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

干
し
シ
イ
タ
ケ
10
ｇ
（
３
個
）
程
度
に
は

１
・
３
μg
、
鮭
１
切
れ
（
約
80
ｇ
）
に
は
26 

μg
、
イ
ワ
シ
丸
干
し
１
尾
（
約
30
ｇ
）
に

は
15 μg
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
分

か
る
よ
う
に
魚
類
か
ら
効
率
よ
く
摂
取
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
左
表
を
参
考
に
食
材
を

活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

特別寄稿特別寄稿

免
疫
力
向
上
の
た
め
の
栄
養
戦
略

宇
都
宮
文
星
短
期
大
学
専
任
講
師

　大
津

　智
仁

　氏

　
　

第  回1
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プロフィール

大
おお　つ

津 智
とも　ひと

仁宇都宮文星短期大学専任講師　

管理栄養士・日本スポーツ協会公認スポーツ栄養士・健康運動指導
士。宇都宮文星短期大学専任講師。栃木県医科学センター協力栄養
士。アスリート、保護者、指導者向けに栄養講習会を行う。

も
ち
ろ
ん
鮭
や
イ
ワ
シ
の
缶
詰
か
ら
も
摂

取
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
日
常
的
に
魚
を

食
べ
る
こ
と
で
Ｖ
．
Ｄ
の
摂
取
量
を
増
や
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
今
は
Ｖ
．
Ｄ
が
添
加
（
強
化
）
さ

れ
た
ヨ
ー
グ
ル
ト
や
牛
乳
な
ど
の
乳
製
品
も

多
く
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
食

品
を
う
ま
く
活
用
す
る
こ
と
で
無
理
な
く

Ｖ
．
Ｄ
の
摂
取
量
を
増
や
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。

２
つ
目
の
方
法
は
日
光
浴
で
紫
外
線
を
浴

び
る
こ
と
に
よ
っ
て
体
内
で
Ｖ
．
Ｄ
を
作
り

出
す
方
法
で
す
。
紫
外
線
量
が
減
っ
て
し
ま

う
冬
場
に
問
題
に
な
る
こ
と
が
多
い
で
す

が
、
夏
の
こ
の
時
期
も
外
出
自
粛
の
影
響
で

日
光
を
浴
び
る
こ
と
が
で
き
な
い
可
能
性
も

あ
り
ま
す
。

５
・
５
μg
を
体
内
で
産
生
す
る
た
め
の
日

照
時
間
は
、
季
節
や
緯
度
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
が
、
７
月
の
北
緯
36
（
つ
く
ば
）
の
場

所
で
３
・
５
分
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
手
の

甲
と
顔
に
紫
外
線
が
照
射
し
た
場
合
に
な
り

ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
肌
の
露
出

が
増
え
る
こ
と
で
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
Ｖ
．

Ｄ
を
体
内
で
作
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
在
宅
勤
務
や
オ
フ
ィ
ス
な
ど
１

日
室
内
で
過
ご
す
場
合
は
ど
う
し
て
も
紫
外

線
を
浴
び
る
機
会
が
少
な
く
、血
液
中
の
Ｖ
．

Ｄ
濃
度
が
低
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
デ
ー
タ
に
な
り
ま
す
が
、

野
外
競
技
に
比
べ
、
屋
内
競
技
は
血
液
中
の

Ｖ
．
Ｄ
濃
度
が
低
い
と
い
う
報
告
も
あ
り

ま
す
。

ま
た
、
Ｓ
Ｐ
Ｆ
値
の
高
す
ぎ
る
日
焼
け
止

め
も
紫
外
線
を
遮
断
し
て
し
ま
う
の
で
、

長
時
間
外
で
活
動
を
し
な
い
の
で
あ
れ

ば
、
数
値
が
低
い
も
の
を
使
用
す
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。
体
内
で
Ｖ
．
Ｄ
の
合

成
量
を
増
や
す
た
め
に
も
食
事
だ
け
で
な

く
、
運
動
不
足
解
消
を
兼
ね
て
野
外
で
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
を
行
い
日
光
に
当
た

る
時
間
を
設
け
る
こ
と
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
影
響
で
こ
れ
ま
で
の
生

活
に
は
戻
る
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、
日
々

の
手
洗
い
な
ど
の
衛
生
管
理
は
も
ち
ろ
ん
、

食
事
や
生
活
習
慣
に
対
す
る
意
識
を
少
し

変
え
る
だ
け
で
も
免
疫
力
を
高
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
大
切
な
こ
と
は
継
続
す
る

こ
と
で
す
。

４
．
次
号
に
向
け
て

今
回
は
免
疫
力
を
高
め
る
栄
養
素
と
し
て

Ｖ
．
Ｄ
を
紹
介
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
食
生
活

に
取
り
入
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

次
号
で
は
プ
ロ
バ
イ
オ
テ
ィ
ク
ス
等
に
つ

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
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町民一人当たりの医療費（円）

年 度

H28 21,672 24,355

25,148

25,437

26,225

25,374

22,088

21,792

24,125

23,854 23

23

1人あたり
医療費（円）

参考：国金額
（円）

県内順位
（位）

25

25

24H29

H30

R1

R2

◆
町
の
概
要

　

美
し
い
自
然
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
溢
れ
た

人
々
が
暮
ら
す
益
子
町
。
人
口
は
２
万
１
５
５

９
人
（
令
和
３
年
４
月
１
日
現
在
）
。
栃
木

県
の
南
東
部
に
位
置
し
、
米
、
い
ち
ご
、
柿
、

ブ
ド
ウ
な
ど
里
を
彩
る
四
季
の
恵
み
に
溢
れ

て
い
る
と
と
も
に
、
陶
器
の
町
と
し
て
、
海

外
に
も
そ
の
名
が
知
ら
れ
て
い
る
。

◆
益
子
町
の
健
康
を
め
ぐ
る

　

現
状
と
課
題

平
成
30
年
度
本
町
で
は
、
益
子
町
健
康
増

進
計
画
（
第
２
期
）
の
策
定
を
踏
ま
え
た
事

前
調
査
の
為
、
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。

そ
の
結
果
、
町
民
の
健
康
感
（
現
在
の
健
康

状
態
）
は
『
良
い
・
と
て
も
良
い
』
と
回
答

を
し
た
割
合
が
前
回
調
査
時
と
比
較
す
る
と

39
・
５
％
→
36
％
と
３
・
５
ポ
イ
ン
ト
の

減
少
が
み
ら
れ
た
。
そ
の
他
、
運
動
習
慣
に

お
い
て
も
『
特
に
運
動
は
し
て
い
な
い
』
と

回
答
し
た
割
合
が
全
体
の
52
・
４
％
を
占
め
、

詳
細
な
内
訳
で
は
、
年
齢
が
引
き
下
が
る
ご

と
に
運
動
習
慣
が
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
さ

ら
に
、
統
計
か
ら
は
心
疾
患
や
脳
血
管
疾
患
な

ど
の
生
活
習
慣
病
に
よ
る
死
因
が
全
国
や
県
と

比
較
し
て
も
高
値
で
あ
る
こ
と
が
伺
え
た
。

こ
う
し
た
生
活
習
慣
病
等
は
、
要
介
護
状

態
と
な
る
要
因
の
一
つ
で
も
あ
る
と
考
え
、

生
活
習
慣
病
予
防
や
早
期
発
見
・
治
療
が

大
き
な
課
題
で
あ
る
と
改
め
て
考
え
さ
せ
ら

れ
た
。

◆
ま
ず
は
、
自
分
の
現
状
を

　

知
る
こ
と
か
ら

本
町
の
一
人
当
た
り
の
医
療
費
は
県
内
で

も
低
い
レ
ベ
ル
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
現
状

は
、
無
駄
に
医
療
機
関
に
か
か
ら
な
い
と
い

う
一
見
良
く
見
え
る
反
面
、
自
身
の
健
康
に

対
し
て
無
関
心
、
過
信
等
の
理
由
か
ら
受
診

行
動
に
結
び
つ
か
な
い
住
民
が
多
く
存
在
す

る
か
ら
で
は
な
い
か
と
懸
念
さ
れ
る
。
後
者

に
自
身
の
健
康
に
目
を
向
け
て
貰
い
、
病
気

で
あ
っ
て
も
適
正
な
時
期
に
治
療
を
受
け
、

予
後
よ
く
生
活
で
き
る
よ
う
な
支
援
が
で
き

れ
ば
『
健
康
観
の
向
上
』
に
繋
が
る
と
考
え
た
。

そ
の
為
に
も
、
先
ず
は
健
康
診
断
を
受
診

し
、
住
民
自
身
が
身
体
の
現
状
を
知
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
。
Ｋ
Ｄ
Ｂ

に
よ
る
健
診
受
診
者
と
非
受
診
者
の
デ
ー
タ

比
で
は
、
非
受
診
者
の
一
人
当
た
り
の
医

療
費
の
方
が
高
い
こ
と
か
ら
、
結
果
と
し
て
、

健
診
を
受
診
す
る
こ
と
で
高
額
な
医
療
が
必

要
と
な
る
状
態
や
入
院
を
防
ぐ
こ
と
に
も
繋

が
る
の
で
は
な
い
か
と
仮
定
で
き
る
。
こ
れ

ら
の
結
果
を
み
て
も
、
健
診
を
受
け
る
こ
と

の
意
義
は
大
き
い
と
考
え
る
。

◆
益
子
町
の
健
診
に
関
連
す
る

　

取
り
組
み

本
町
の
健
診
は
集
団
健
診
の
み
で
、
年
28

回
を
設
定
し
て
い
る
。
全
日
程
が
特
定
健

診
及
び
が
ん
検
診
の
ど
ち
ら
も
対
応
す
る

総
合
健
診
と
な
っ
て
い
る
。
対
象
は
成
人
・

後
期
・
ヤ
ン
グ
（
19
歳
か
ら
39
歳
の
若
者
）。

会
場
は
、
地
区
ご
と
に
設
定
の
３
箇
所
に
あ

り
、
住
民
が
受
け
や
す
い
環
境
を
整
え
て
い

る
。
受
診
率
向
上
を
目
指
し
、
予
約
方
法
は

前
年
度
に
受
診
し
た
住
民
に
は
新
年
度
も
概

ね
同
様
の
日
時
と
会
場
を
当
て
こ
み
、
４
月

初
旬
に
個
別
通
知
に
て
日
程
の
予
約
券
を
郵

送
。
キ
ャ
ン
セ
ル
が
な
け
れ
ば
、
受
診
２
週

間
前
に
は
問
診
票
を
送
付
と
い
う
方
法
を
実

保健師
活動報告

益
子
町

　健
康
福
祉
課

　廣
木

　由
紀
子

住
民
の
健
康
意
識
向
上
を
意
識
し
た
集
団
健
康
診
査
の
実
施

             ―

活
気
あ
る
町
は
、
住
民
一
人
ひ
と
り
の
健
康
づ
く
り
か
ら―

▲KDBシステムデータからみる健康課題（R2累計参考）
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施
し
て
い
る
。
前
年
度
実
績
が
な
い
希
望
者

は
電
話
で
の
予
約
を
お
願
い
し
て
い
る
。

さ
ら
に
特
徴
的
な
の
は
、
結
果
の
郵
送
は

せ
ず
、
必
ず
対
面
で
の
返
却
を
徹
底
し
、
専

門
職
に
よ
る
保
健
指
導
を
実
施
す
る
と
い
う

ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。
こ
の
取
り
組
み
（
結
果

説
明
会
）
は
、
数
十
年
継
続
し
た
方
法
で
あ

り
、
町
民
に
も
そ
の
伝
統
は
馴
染
み
深
い
も

の
と
な
っ
て
い
る
。

特
定
保
健
指
導
が
導
入
さ
れ
た
際
も
、
こ

の
方
法
が
功
を
奏
し
、
現
在
も
初
回
面
接

99
％
の
利
用
率
で
あ
り
、
指
導
率
向
上
の
起

因
と
な
っ
て
い
る
。
※
令
和
元
年
度
の
実
施

率
は
76
・
５
％
で
あ
っ
た
。

（
保
健
指
導
に
従
事
す
る
の
は
、
保
健
師
、

管
理
栄
養
士
、
看
護
師
な
ど
特
定
保
健
指
導

の
研
修
修
了
を
し
た
専
門
職
で
構
成
）

◆
検
診
受
診
率
向
上
に
向
け
て
の

施
方
法
に
つ
い
て
は
柔
軟
な
対
応
を
し
て
い

く
予
定
。

受
診
率
向
上
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
で
受
診
を
控
え
た
方
を
戻
す
こ

と
に
加
え
、
新
規
の
受
診
者
獲
得
が
必
要
だ

と
考
え
て
い
る
。
健
康
増
進
計
画
の
目
標
に

掲
げ
て
い
る
『
住
民
が
健
康
と
感
じ
ら
れ

る
』
町
を
め
ざ
し
て
い
く
為
に
は
、
健
康
に

無
関
心
で
あ
る
層
に
対
し
て
、
①
健
診
に
興

味
・
関
心
を
持
つ
。
②
自
分
の
体
の
状
況
を

知
る
為
に
健
診
を
受
診
。
③
結
果
を
今
後
に

活
か
す
た
め
に
、
健
康
行
動
を
図
れ
る
。
こ

の
①
②
③
の
プ
ロ
セ
ス
を
構
築
す
る
こ
と
が

課
題
と
な
る
。

こ
れ
ま
で
の
健
診
受
診
者
の
年
齢
構
成
は

65
～
74
歳
未
満
は
男
女
共
に
概
ね
50
％
の

受
診
率
と
な
っ
て
お
り
、
年
齢
が
下
が
る
と

40
％
代
、
54
歳
以
下
で
は
30
％
代
と
、
働

き
世
代
の
受
診
率
は
下
が
っ
て
い
る
。
忙
し

さ
故
に
自
身
の
健
康
に
つ
い
て
は
優
先
順
位

が
低
く
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ

る
。
若
い
頃
か
ら
の
習
慣
が
10
年
後
、
20
年

後
の
自
分
の
体
に
影
響
及
ぼ
す
と
い
う
こ
と

を
、
出
来
る
だ
け
早
い
う
ち
に
理
解
を
し
て

も
ら
え
る
よ
う
若
者
目
線
で
の
周
知
活
動
も

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
本
町
で
既

に
実
施
し
て
い
る
、
ヤ
ン
グ
ミ
ニ
健
診
（
19

歳
～
39
歳
対
象
）
の
受
診
率
を
伸
ば
し
、
若

者
が
将
来
抵
抗
な
く
成
人
健
診
に
ス
ラ
イ
ド

で
き
る
よ
う
、
今
後
も
試
行
錯
誤
を
し
て
い

　

取
り
組
み
と
課
題

本
町
の
特
定
健
診
受
診
率
は
、
44
・
８
％

（
令
和
元
年
）
→
37
・
３
％
（
令
和
２
年
）

と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
も
あ
り
、

前
年
比
の
２
割
減
と
受
診
率
の
低
下
は
顕
著

に
見
ら
れ
た
。
中
止
日
程
が
あ
っ
た
事
や
、

積
極
的
に
予
約
を
キ
ャ
ン
セ
ル
す
る
方
が
増

え
た
と
い
う
理
由
か
ら
だ
っ
た
。
前
年
度
受

診
さ
れ
た
方
で
、
コ
ロ
ナ
を
理
由
に
受
診
を

控
え
た
方
は
計
５
０
４
名
で
、
そ
の
内
訳
は

47
％
が
65
歳
以
上
の
方
だ
っ
た
。
令
和
３
年

度
も
、
直
ぐ
に
は
感
染
症
収
束
が
見
込
ま
れ

な
い
中
、
更
な
る
住
民
の
健
診
離
れ
を
防
ぐ

取
り
組
み
を
、
早
急
に
行
う
必
要
が
あ
っ
た
。

感
染
を
恐
れ
、
医
療
か
ら
距
離
を
置
く
方
へ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
重
点
を
お
き
、
現
在
も
随

時
検
討
を
重
ね
て
い
る
。

令
和
２
年
度
は
非
常
事
態
で
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
、
こ
れ
ま
で
当
た
り
前
の
よ
う
に
実
施

し
て
き
た
集
団
健
診
や
、
保
健
指
導
の
実
施

方
法
を
見
直
し
実
施
し
た
。

〇
集
団
健
診
→
受
け
入
れ
人
数
の
制
限
や
受 

　

付
時
間
の
振
り
分
け　

〇
結
果
説
明
会
→
説
明
会
の
日
程
を
増
や
し
、

　

密
を
避
け
る
方
法
で
個
別
面
接
を
実
施
。

（
郵
送
に
は
せ
ず
対
応
。
一
度
郵
送
に
し

て
し
ま
う
と
、
結
果
を
受
け
取
り
に
足
を
運

ん
で
い
た
だ
く
シ
ス
テ
ム
に
戻
す
の
は
困
難

で
あ
る
と
思
わ
れ
た
為
）

令
和
３
年
度
も
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
実

き
た
い
と
思
う
。

◆
ま
と
め

今
回
は
、
集
団
健
診
に
焦
点
を
あ
て
考
え

た
。
そ
の
他
、
健
康
づ
く
り
の
支
援
と
し
て
、

各
種
事
業
を
き
っ
か
け
に
『
健
康
意
識
の
向

上
を
図
れ
る
』住
民
の
増
加
を
目
指
し
て
い
る
。

最
後
に
、
本
町
の
特
徴
と
し
て
、
糖
尿
病

に
よ
る
腎
障
害
や
筋
・
骨
系
の
疾
患
に
よ
る

医
療
費
の
増
加
が
Ｋ
Ｄ
Ｂ
の
分
析
に
よ
り
明

ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
健
診
を
上
手
く
活
用

し
、
生
活
習
慣
病
発
症
や
糖
尿
病
重
症
化
予

防
事
業
、
フ
レ
イ
ル
予
防
事
業
な
ど
病
態
別

の
事
業
の
充
実
も
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

▲健診当日の会計時に日時を指定した結果説明会  
　の予約券を健診事業者の協力のもと配布

▲左から伊藤栄養士、小河保健師、佐藤保健師、廣木保健師（筆者）
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ただいまただいまただいまこくほこくほこくほ

最最最前前前線線線

魅力たっぷり下野市！

国保経験年数
1 年３カ月

【私の街自慢】　
　下野市は市内に３つの駅があり、国道４号線や市北部を横断する北関東自動車道もあって、
栃木県内・県外どちらにもアクセスが便利な街です。もちろん市内も見所は沢山！美味しい
グルメや市内イベントが目白押しです。道の駅しもつけに立ち寄りながら、是非遊びに来て
ください！　　　

【趣味・特技】
　美味しいものを食べること、ダンスをすること

【健康法・ストレス解消法】
　週末に家族や友人と美味しいものを食べに行くことが一番のストレス解消法です。また、
半身浴が好きなので帰宅後にゆったりまったりすると心が落ち着き、次の日も元気に出勤
できます！

【国保事務を担当しての感想・意見など】
　当初、健康保険の制度や仕組みについて知らないことばかりでした。１年３カ月経ちま
したが、まだまだ覚えることが多く、周囲の優しい先輩方に助けていただきながら日々勉
強しています。早く一人前になれるよう、初心を忘れずに、日々の業務に取り組んでいき
たいと思います。　

【最近気になること】
　おうち時間が増えたので、料理をするようになりました！　最近、とちおとめを使った苺
のスフレパンケーキを作りました。まだまだレパートリーが少ないので、増やせるように色
んなジャンルの料理を作っていきたいと思います。　

下野市　市民生活部　市民課　
保険年金グループ　主事

小
お

川
がわ

夢
ゆめ

乃
の
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ただいまただいまただいまこくほこくほこくほ

最最最前前前線線線
小さな自慢が、山ほど
あります。小山市！

国保経験年数
１年３カ月

【私の街自慢】　
　おやま和牛・おとんを始めとした食べ物や、思川温泉、オモイガワザクラなど、たくさん
の魅力があることが小山市の自慢です。　

【趣味・特技】
　筋トレです。家とジムでトレーニングしています。

【健康法・ストレス解消法】
　趣味の筋トレがストレス解消法です！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　日頃運動不足なので、筋トレして体を動かすことが気分転換になります。　

【国保事務を担当しての感想・意見など】
　窓口・電話の応対業務が多いと感じました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　そのため、市民の方と関わることが多いので、皆さんに分かりやすい対応をするように
心がけています。　

【最近気になること】
　小山市役所が新庁舎になったことです！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　ピカピカの庁舎になって気分が上がります。これまで以上に気合いを入れて業務に取り組
んでいきたいです！　

小山市　国保年金課　
国民健康保険係

安
あ

住
ずみ

　 朗
あきら
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【エアロバイクによる有酸素運動】

【血管年齢測定】

【周知用の看板】

【ＤＶＤを見ながら筋力トレーニング】

町の保健室
【芳賀町】

保険者
だより

芳賀町では、町民が身近な場所で自分の健康や家族の健康について相談できるよう保健センターで
週２回、町の保健室を開催しています。

保健師による健康相談のほか、希望者には管理栄養士による食事指導も実施しています。相談内容
としては、総合検診の結果を受けての相談が多く、保健師から管理栄養士につないで食事指導を受け
る人もいます。

また、血圧、体組成（体脂肪率・筋肉率・ＢＭＩ）、血管年齢を測定し、ご自身の健康管理に役立
てていただいています。測定結果を見て利用者から「少し太ってしまった」「脂肪を減らして筋肉量
を増やしたい」といった声が聞かれ、測定をすることでご自身の状態を把握し、目標設定をしている
人もいます。

会場には、利用者が自由に使用できるようエアロバイクを設置しています。
また、ＤＶＤを見ながら筋力トレーニングもできるため、利用者の中には各種測定後に運動をして

いく人もいます。

栃木県国民健康保険団体連合会「栃木の国保」 22



ッホと
～ 地方の特色や個性が現れる栃木県内の道の駅を紹介 ～

今回は、さくら市にある「道の駅きつれがわ」をご紹介いたします。レトロ調の建物が立ち並び、大正ロマン・大正モダン
をテーマにした施設内には、フードコートや物産展の他、喜連川温泉があります。屋外に設置されている足湯・手湯は誰でも
無料で利用することができ、露天風呂付大浴場や水着着用の温水プールも大人（中学生以上）500円（税込）とお手頃な価
格で利用することができます。

現在は新型コロナウイルス感染拡大の影響により県民のみの利用とされていますが、喜連川温泉の源泉は高張性弱アルカリ
性高温泉として古い角質層の新陳代謝を促進させるため、くすみをとり、ツルツル肌にしてくれるだけでなく、塩化物泉の温
泉成分が肌の乾燥を防いでくれることから「日本三大美肌の湯」としても有名な温泉です。

また、喜連川の名物である「温泉パン」は80年以上の歴史があり、もっちりとして噛むほど小麦の甘みを感じるパンは長
期保存が可能なことから、お土産としても人気の品となっています。施設内では温泉パンを使用した総菜パンや菓子パンや、

「チョコバナナ」や「さくら」など10種類以上の温泉パンが種類豊富に販売されていました。
今回ご紹介した「道の駅　きつれがわ」には温泉がありましたが、県内には他にもその土地の魅力が詰まった道の駅が数多

くあります。最近では移動手段に車を利用する方も増えていると思われますが、感染対策を十分にとり、お近くの道の駅にホッ
とひと息つきに訪れてみてはいかがでしょうか？

◎営業時間
　［温泉］10：00 ～ 21：00（定休日：第 2・4月曜日）
　［プール］10：00 ～18：00（定休日：第 2・4月曜日）
　［足湯］11：00 ～16：00（定休日：毎週月曜日）

※月曜日が祝日の場合は翌日が定休日となります
※施設により営業時間が異なります。HP をご確認ください
※令和 3 年 6月現在の情報となります。新型コロナウイルス感染拡大の

影響により各営業時間に変更がある場合がありますのでご注意ください

「道の駅 きつれがわ」
●

●

●

●

●

●

ローソン 道の駅
きつれがわ前店

道の駅きつれがわ 足湯

EV充電スタンド

道の駅きつれがわ
北駐車場

竹末 道の駅本陣

鮎小屋 炭火あゆ塩焼き

内川

創作厨房 吉見や

道の駅
きつれがわ

P

P

P
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編
集
後
記

昨
年
の
６
月
に
発
刊
し
た
Ｓ
Ｕ
Ｍ

Ｍ
Ｅ
Ｒ
号
の
表
紙
に
も
起
用
し
た

“
新
し
い
生
活
様
式
の
実
践
例
”
は

１
年
後
、
当
た
り
前
の
生
活
様
式
に

変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ

（
世
界
保
健
機
構
）
で
も
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
リ
ス
ク
を
下

げ
る
た
め
に
免
疫
系
を
高
め
る
こ
と

が
有
効
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
号
か
ら
連
載
が
始
ま
る
特
別
寄

稿
で
は
免
疫
力
向
上
を
テ
ー
マ
と
し

て
寄
稿
頂
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

一
読
い
た
だ
き
、
是
非
食
事
や
生
活

習
慣
の
参
考
と
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

�

（
Ｓ
・
Ｔ
）

被保険者啓発用パンフレット「わたしたちの国民健康保険」の令和3年
度版を作成配布しました

特定健診受診啓発用横断幕掲出中です

　国民健康保険のしくみや制度、給付内
容等、被保険者に対し国民健康保険を啓
発するパンフレットを作成いたしまし
た。各市町に配布済みとなります。本会
ホームページのトップページ上にも掲載
しておりますので、ご確認ください。

　特定健診受診率向上支援事業として、受診啓発用横断幕を JR 宇都宮駅西口ペデストリアンデッキに掲
出中です。（掲出期間：令和 3 年 7 月 31 日まで）
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